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は
じ
め
に

　

弘
前
藩
上
屋
敷
跡
は
、
現
在
の
緑
町
公
園
（
東
京
都
墨
田
区
）
に
当
た
り
、
墨
田

区
観
光
課
の
建
て
た
案
内
板
「
津
軽
家
の
太
鼓
・
津
軽
家
上
屋
敷
跡
」
に
、
火
の
見

櫓
で
火
事
を
知
ら
せ
る
時
は
通
常
、
板
木
を
鳴
ら
す
が
、
弘
前
藩
邸
だ
け
が
太
鼓
で

火
事
を
知
ら
せ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
「
本
所
七
不
思
議
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、

誰
も
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
板
木
を
鳴
ら
す

と
、
奇
妙
な
こ
と
に
太
鼓
の
音
が
す
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
記
し
て
あ
る）

1
（

。

　

太
鼓
が
火
事
の
際
に
打
た
れ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
の
火
消
と
門
番
役
の
先
行
研
究

を
見
て
い
く
。
火
消
に
つ
い
て
、
池
上
彰
彦
氏
は
、
江
戸
初
期
に
は
武
家
屋
敷
・
町

屋
と
も
各
自
、
消
火
に
当
た
っ
た
が
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）、
幕
府
は
江
戸
城

と
曲
輪
の
火
事
に
は
大
名
一
〇
万
石
に
付
三
〇
人
の
割
で
出
動
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
同
九
年
、
老
中
奉
書
に
よ
り
出
動
さ
せ
、
同
二
〇
年
、
大
名
火
消
を
一
六
家

に
命
じ
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）、
定
火
消
を
旗
本
に
よ
っ
て
創
設
し
て
、
火
消

制
度
を
整
え
た
と
す
る）

2
（

。
黒
木
喬
氏
は
、
享
保
期
、
幕
府
が
諸
大
名
に
対
し
、
江
戸

城
を
中
心
に
大
手
方
・
桜
田
方
に
加
え
、
寛
永
寺
・
増
上
寺
の
他
、
浅
草
米
蔵
・
本

所
米
蔵
・
猿
江
材
木
蔵
等
、
幕
府
の
重
要
施
設
一
一
か
所
の
火
消
役
を
課
し
、
町
奉

行
の
下
に
町
火
消
を
組
織
さ
せ
た
と
す
る）

3
（

。
山
本
純
美
氏
は
、
参
勤
交
代
を
施
い
た

際
に
、
火
消
役
を
課
せ
ら
れ
た
大
名
十
数
家
で
は
板
木
、
定
火
消
で
は
太
鼓
、
町
火

消
は
半
鐘
に
よ
り
出
動
し
た
が
、
元
禄
期
に
は
太
鼓
が
多
く
て
定
火
消
が
出
動
す
る

判
断
に
支
障
が
生
じ
た
と
す
る）

4
（

。

　

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
対
し
て
、
岩
淵
令
治
氏
は
、
武
家
火
消
の
過
小
評
価
と

町
火
消
の
優
勢
、
町
火
消
と
武
家
火
消
の
対
立
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
江

戸
の
消
防
体
制
は
享
保
期
の
諸
消
防
組
織
の
設
定
後
、
町
火
消
の
成
長
が
あ
っ
て
も
、

武
家
消
防
は
引
き
続
き
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
考
察
し
て
い
る）

5
（

。

　

江
戸
城
門
番
役
に
つ
い
て
、
岩
淵
氏
は
庄
内
藩
の
大
手
門
番
役
、
八
戸
藩
の
常
盤

橋
門
番
役
を
事
例
に
、
門
の
開
閉
と
通
過
者
の
確
認
、
門
内
外
の
清
掃
、
将
軍
・
外

交
使
節
の
出
入
り
の
際
の
儀
礼
の
場
所
の
維
持
、
火
災
発
生
時
の
防
火
に
当
た
り
、

大
火
に
は
当
番
の
藩
主
は
火
消
役
を
連
れ
て
出
馬
し
、
非
番
の
藩
主
も
駆
け
付
け
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

6
（

。

　

長
谷
川
成
一
氏
は
、
幕
府
か
ら
弘
前
藩
に
課
せ
ら
れ
た
公
役
を
検
討
し
、
蝦
夷
地

に
事
変
が
起
こ
っ
た
時
に
、
派
兵
・
警
衛
に
当
た
り
、
平
時
に
は
越
後
高
田
検
地
、

〔
論
文
〕

弘
前
藩
江
戸
藩
邸
の
太
鼓
と
藩
主
の
火
消
役
・
門
番
役
に
つ
い
て篠　

村　

正　

雄
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日
光
諸
堂
修
復
手
伝
普
請
、
神
田
橋
辻
番
警
備
、
本
所
火
消
役
、
各
種
接
待
役
（
馳

走
役
）
を
遂
行
し
て
幕
府
へ
の
奉
公
を
果
た
し
た
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、

公
役
が
重
複
す
る
と
一
方
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

7
（

。

　

そ
こ
で
、
弘
前
藩
が
幕
府
か
ら
課
せ
ら
れ
た
火
消
役
・
門
番
役
の
実
態
を
考
察
し
、

津
軽
家
の
太
鼓
の
不
思
議
に
触
れ
た
い
と
考
え
る
。

　

明
治
以
降
の
編
纂
に
な
る
『
津
軽
歴
代
記
類）

8
（

』・「
新
選
津
軽
系
譜）

9
（

」・『
津
軽
史）

10
（

』

か
ら
津
軽
家
に
対
す
る
勤
役
を
取
り
出
し
、「
老
中
奉
書
」・「
柳
営
日
次
記
」
と
「
弘

前
藩
庁
日
記）

11
（

」（
以
下
「
江
戸
日
記
」・「
国
日
記
」
と
略
称
）
で
確
認
し
な
が
ら
表

1
を
作
成
し
た
。
任
命
年
月
日
が
「
江
戸
日
記
」
に
記
載
が
無
い
場
合
と
欠
本
に
よ

り
不
明
な
点
は
、
史
料
覧
に
「
国
日
記
」
で
確
認
し
た
年
月
日
を
（　

）
で
示
し
て

あ
る
。
勤
役
名
は
史
料
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
火
消
役
・
門
番
役
の
任
免
に
関
連

す
る
こ
と
か
ら
公
家
衆
馳
走
役
・
普
請
手
伝
役
を
加
え
て
あ
る
。
備
考
欄
に
は
任
免

の
理
由
を
挙
げ
て
あ
る
。

　

勤
役
は
藩
主
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
歴
代
藩
主
別
に
し
、
史
料
の
残
存
状
況
に

よ
り
弘
前
藩
四
代
藩
主
か
ら
考
察
す
る
。

一　

四
代
藩
主
信
政

　

信
政
に
対
す
る
幕
府
か
ら
の
勤
役
が
具
体
的
に
解
る
の
は
、
天
和
元
年
（
一
六
八

一
）
三
月
二
七
日
、
青
蓮
院
門
跡
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
に
な
る
。
藩
主
自
ら

宿
坊
を
見
分
し
、
鉄
砲
一
〇

・
弓
五
張
・
鑓
一
〇
本
、
玄
関
番
五
人
・
供
の
馬
上

一
人
・
歩
行
七
人
を
配
置
し
て
い
る）

12
（

。
一
一
月
一
日
に
火
消
役
に
任
じ
ら
れ
る
と
、

幕
府
目
付
大
沢
左
兵
衛
に
、
次
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

﹇
史
料
1
﹈「
江
戸
日
記
」
天
和
元
年
一
一
月（

虫
喰
）

三
日
条

一
、
大
沢
左
兵
衛
様
江
御
窺
被
仰
渡
候
覚

一
、
今
度
、
火
消
被
仰
付
候
請
取
之
場
所
之
事
、

　
　
　

別
紙
御
書
付
御
渡
被
成
候
、

一
、
火
事
番
所
之
事
、

　
　
　

何
方
ニ
成
共
御
勝
手
次
第
御
立
可
被
成
候
、

一
、
火
事
場
ニ
而
常
火
消
衆
与
出
合
候
時
之
事
、

御
家
来
先
江
参
候
而
、
少
々
之
火
ニ
而
候
ハ
ヽ
消
可
申
候
、
其
内
常
火

消
衆
御
出
御
改
ニ
候
ハ
ヽ
御
渡
可
被
成
候
、

一
、
上
野
・
増
上
寺
江
参
詣
之
事
、

御
参
詣
被
遊
不
苦
由
被
仰
候
、

一
、
惣
而
御
役
中
他
出
事
之
事
、

　
　
　

御
他
出
被
遊
候
而
茂
不
苦
由
、

一
、
自
分
之
忌
類
之
時
之
事
、

　
　
　

御
家
来
御
出
し
不
苦
事
、

一
、
一
類
共
方
江
自
分
之
火
事
見
廻
之
事
、

御
一
家
御
従
弟
迄
ハ
御
見
廻
被
成
候
而
不
苦
事
、
尤
殿
様
御
見
廻

之
儀
御
勝
手
次
第
、

一
、
請
取
之
場
所
江
家
来
共
差
遣
し
、
度
々
巡
見
為
仕
候
事
、

　

風
吹
候
時
分
ハ
御
見
合
、
御
廻
シ
平
生
茂
御
勝
手
次
第
、

一
、
此
方
請
取
場
之
境
、
他
之
場
所
ニ
出
火
之
時
、
御
請
取
之
御
方
ゟ
御

家
来
不
参
合
内
ニ
此
方
之
者
参
候
節
、
火
を
為
消
可
申
候
哉
之
事
、

御
家
来
早
ク
参
候
ハ
ヽ
、
為
御
消
可
被
成
候
、
其
内
御
請
取
之
御
家
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来
参
候
ハ
ヽ
改
申
相
渡
可
申
由
、

一
、
此
方
請
取
之
丁
場
外
廻
、
御
請
取
御
名
承
度
事
、

小
石
川
御
門
之
内
ゟ
田
安
・
山
之
手
・
一
谷
、
榊
原
式
部
太
輔
様

御
門
之
際
、

誓
願
寺
前
辺
、
此
御
両
人
之
外
末
、
京
極
甲
斐
守
様
聢
と
知
レ
不

申
候
、

一
、
此
方
家
来
共
追
々
懸
付
候
時
分
、
行
先
ひ
し
と
支
申
候
時
、
如
何
可

申
哉
之
事
、

先
江
御
家
来
被
遣
、
追
々
参
候
御
家
来
込
合
候
而
不
被
参
候
ハ
ヽ
、

無
理
ニ
割
候
而
通
候
事
御
無
用
ニ
可
被
成
候
、
見
合
候
而
之
事
、

平
生
少
々
之
火
事
ニ
ハ
、
殿
様
御
出
被
遊
候
ニ
ハ
不
及
、
御
家
来
御
出
シ
可
被
成
由

被
仰
聞
候
、

右
之
通
御
書
付
ニ
而
御
伺
被
遊
候
、
御
使
者
戸
沢
弥
五
兵
衛
、

こ
こ
で
、
火
事
の
際
の
取
る
べ
き
役
務
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

　
「
添
田
儀
左
衛
門
日
記）

13
（

」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
小
川
町
に
あ
っ
た
上
屋
敷
・
台

所
の
屋
上
に
火
之
見
櫓

（
矢
倉
）が

出
来
上
が
り
、
櫓
に
は
遠
見
番
を
置
き
、
太
鼓
の
打
ち

方
を
指
示
し
て
い
る
。

　

火
消
は
三
組
で
組
織
さ
れ
、
一
番
組
は
物
頭
添
田
儀
左
衛
門
が
騎
馬
で
、
拍（

手
木
）子

木

を
持
っ
た
又
者
が
、
進
退
の
合
図
を
し
て
い
る
。
足
軽
一
八
人
・
鳶
の
者
八
人
・
小

人
一
六
人
・
中
間
七
人
に
、
添
田
の
若
党
五
人
の
計
五
四
人
の
編
成
で
あ
っ
た
。

二
・
三
番
組
の
構
成
人
数
は
不
明
で
あ
る
。
前
日
に
は
馬
場
に
お
い
て
火
消
の
行
列

を
藩
主
・
若（

信
寿
）殿

・
主

（
那
須
資
徳
）

殿
が
見
物
し
て
い
る
。
預
か
り
場
所
は
、
神
田
橋
門
外
〜
一

ツ
橋
〜
雉
橋
〜
清
水
門
前
〜
田
安
門
前
〜
小
石
川
門
を
結
ぶ
線
内
で
、
こ
こ
を
添
田

儀
左
衛
門
が
小
川
貞
右
衛
門
と
足
軽
二
〇
人
に
水
籠
一
差
・
梯
子
二
丁
・
団
扇
一
〇

本
を
持
た
せ
て
見
廻
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
火
消
体
制
を
整
え
、
翌
二
年
一
月
二

七
日
、
湯
島
金
介
町
の
出
火
に
は
、
駿
河
台
の
火
消
屋
敷
脇
に
一
・
二
・
三
番
組
に

続
い
て
藩
主
が
詰
め
て
い
る）

14
（

。

　

同
二
年
、
火
消
役
が
免
ぜ
ら
れ
る
と
、
添
田
儀
左
衛
門
は
「
添
田
儀
左
衛
門
日
記
」

天
和
二
年
三
月
一
五
日
条
に
「
今
日
、
殿
様
御
登
城
之
節
、
御
火
消
御
役
御
赦
免
、

御
家
中
上
下
、
事
之
外
太
悦
仕
候
也
」
と
、
火
消
役
の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
藩
邸

内
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。

　

元
禄
元
年（
一
六
八
八
）、
上
屋
敷
は
本
所
二
ツ
目
の
緑
町
に
屋
敷
替
え
と
な
っ
た
。

同
三
年
、
火
の
見
櫓
が
出
来
上
が
り
、
火
事
に
は
櫓
よ
り
目
付
部
屋
の
鈴
に
付
け
た

紐
を
引
く
と
、
目
付
が
櫓
に
登
っ
て
見
分
の
上
で
太
鼓
を
打
た
せ
た
。
徒
以
下
の
火

事
装
束
は
合
羽
籠
に
入
れ
、
藩
主
他
出
の
際
に
持
た
せ
、
外
出
先
か
ら
火
事
場
に
向

か
う
用
意
が
な
さ
れ
て
い
た
。
火
事
行
列
に
馬
を
所
有
し
な
い
者
に
貸
馬
を
割
り
付

け
、
羽
織
・
股
引
・
脚
絆
の
貸
与
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
火
事
場
で
の
纏
の
競
り

合
い
・
が
さ
つ
行
為
を
禁
じ
て
い
る）

15
（

。
同
四
年
、
火
消
役
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
江
戸

足
軽
が
不
足
し
、
国
元
よ
り
一
〇
人
、
同
八
年
に
は
四
一
人
に
江
戸
登
り
を
命
じ
て

い
る）

16
（

。
同
一
六
年
、
本
所
材
木
小
屋
火
消
役
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
小
梅
村
の
材
木
小

屋
は
六
棟
あ
り
、
猿
江
村
に
は
小
屋
は
無
く
八
か
所
の
堀
に
あ
る
材
木
が
火
消
の
対

象
で
あ
っ
た）

17
（

。

　

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）、
本
所
火
消
役
に
任
じ
ら
れ
た
時
の
請
取
場
所
は
、
西
・

大
川
通
、
東
・
亀
戸
天
神
橋
川
通
、
南
・
海
手
、
北
・
源
森
橋
柳
嶋
で
あ
り
、
太
鼓

の
打
ち
方
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

﹇
史
料
2
﹈「
江
戸
日
記
」
宝
永
六
年
四
月
一
五
日
条
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火
之
見
番
太
鼓
打
様
之
事
、

一
、
火
之
見
之
者
、
昼
夜
共
無
油
断
本
所
近
辺
江
駆
付
見
可
申
事
、
若
油
断
仕

義
有
之
候
ハ
ヽ
、
詮
義
之
上
曲
事
ニ
可
申
付
事
、

一
、
御
屋
敷
七
、
八
町
之
内
ノ
出
火
と
相
見
江
候
ハ
ヽ
、
太
鼓
と
鐘
も
み
交
ニ
打
可

申
事
、

一
、
本
所
深
川
之
内
、
出
火
与
相
見
江
候
ハ
ヽ
、
早
太
鼓
打
可
申
事
、

一
、
浅
草
観
音
堂
・
金
龍
山
辺
ゟ
浅
草
通
リ
筋
、
両
国
橋
向
同
朋
町
辺
、
其
外

本
所
風
上
ニ
出
火
有
之
節
ハ
、
太
鼓
つ
ゝ
け
打
に
打
可
申
事
、

一
、
本
所
深
川
筋
・
在
郷
之
出
火
と
相
見
候
ハ
ヽ
、
太
鼓
五
ツ
宛
少
間
を
置
、
三

度
静
に
打
可
申
事
、

右
、
何
茂
火
事
鎮
候
ハ
ヽ
、
消
鐘
打
可
申
事
、

　
　

丑
四
月
十
五
日

右
之
通
奉
入
高
覧
之
、
火
之
見
矢
倉
へ
書
付
張
置
之
、

こ
こ
で
は
、
太
鼓
・
鐘
の
打
ち
方
を
書
付
に
し
て
櫓
に
張
り
付
け
、
当
番
の
足
軽
に

確
認
さ
せ
た
。

　

元
禄
一
二
年
一
二
月
二
六
日
、
女
院
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
同
一
二
月
三
〇

日
に
本
所
火
消
役
は
免
ぜ
ら
れ）

18
（

、
宝
永
六
年
一
〇
月
一
〇
日
に
梶
井
門
跡
馳
走
役
に

任
じ
ら
れ
る
と
、
幕
府
は
勤
役
の
負
担
を
減
ず
る
た
め
、
本
所
火
消
役
を
免
じ
て
い

る）
19
（

。

二　

五
代
藩
主
信
寿

　

元
禄
期
、
幕
府
は
所
々
火
消
と
し
て
決
め
ら
れ
た
場
所
を
大
名
に
命
じ
た
。
方
角

火
消
の
大
手
組
は
呉
服
橋
内
か
ら
市
ヶ
谷
御
門
内
ま
で
を
受
け
持
ち
、
出
動
し
て
も

江
戸
城
へ
の
飛
び
火
を
防
ぐ
役
割
り
で
、
火
事
の
現
場
は
定
火
消
・
大
名
火
消
に
任

せ
た）

20
（

。

　

正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
二
月
八
日
、
午
刻
、
浅
草
花
川
戸
よ
り
出
火
、
隅
田
川

の
川
向
、
石
原
土
手
町
へ
飛
び
火
、
北
西
か
ら
の
強
風
で
大
火
に
な
っ
た
。
弘
前
藩

は
一
番
組
・
二
番
組
を
出
動
後
に
藩
主
が
出
馬
し
た
。
中
之
郷
、
北
本
所
町
家
主
寺

嶋
久
兵
衛
他
一
〇
ヶ
所
に
、「
津
軽
土
佐
守
消
口
」
の
書
付
札
を
打
ち
、
申
刻
に
帰

邸
し
て
い
る
。
こ
の
火
事
は
深
川
・
小
名
木
川
・
砂
村
ま
で
焼
通
り
、
酉
刻
に
鎮
火

し
、
消
口
を
火
事
場
に
詰
め
た
本
所
奉
行
・
目
付
・
使
番
・
盗
賊
改
・
町
奉
行
に
報

告
し
て
い
る）

21
（

。

　

享
保
一
四
年
（
一
七
一
九
）、
弘
前
藩
で
は
初
め
て
大
手
組
火
消
役
に
任
じ
ら
れ

た
。
藩
主
信
寿
は
諸
事
不
案
内
か
ら
御
聞
役
三
人
に
命
じ
、
相
役
の
御
聞
役
を
藩
邸

に
招
い
て
寄
合
を
持
ち
、
接
待
し
て
懇
談
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
本
所
火
消
役
を
勤

め
て
い
た
頃
か
ら
、
藩
士
の
装
束
が
勝
れ
な
い
と
し
て
、
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に
準

備
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
水
ノ
手
役
萩
原
源
之
助
は
自
分
の
羅
紗
羽
織

一
、
胸
懸
一
、
立
付
一
と
又
者
六
人
分
の
羽
織
・
股
引
を
仕
立
て
さ
せ
、
費
用
を
藩

庁
か
ら
借
り
入
れ
し
て
い
る）

22
（

。
火
事
場
で
は
定
火
消
・
町
火
消
が
破
壊
活
動
で
飛
び

火
や
火
の
粉
を
防
ぎ
、
火
消
役
は
使
番
の
持
参
す
る
老
中
奉
書
に
よ
っ
て
火
事
場
に

詰
め
、
目
付
・
徒
目
付
の
指
図
で
行
動
し
た
。

三　

六
代
藩
主
信
著

　

神
田
橋
門
番
役
が
弘
前
藩
に
課
せ
ら
れ
た
の
は
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
が
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初
め
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
は
、
文
化
年
間
、
門
番
所
に
外
桜
田
門
と
同
じ
く

鉄
砲
一
〇

・
弓
一
〇
張
・
長
柄
一
〇
筋
・
持
筒
二

・
持
弓
二
組
を
備
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た）

23
（

。
神
田
橋
門
番
は
七
万
石
格
の
大
名
が
任
命
さ
れ
、
給
人
五
・
侍

三
・
足
軽
二
五
・
中
間
二
七
人
、
計
六
〇
人
が
勤
め
、
引
継
文
書
は
二
五
項
目
に
及

ん
だ
。
二
家
が
一
〇
日
交
代
で
勤
め
、
八
戸
藩
は
一
〇
日
を
二
交
代
、
平
戸
藩
は
三

日
交
代
で
あ
っ
た）

24
（

。

　

享
保
一
九
年
二
月
二
六
日
夜
、
浅
草
寺
町
の
等
覚
寺
か
ら
出
火
の
際
、
火
の
見
櫓

の
当
番
物
頭
北
川
武
左
衛
門
組
の
足
軽
万
年
幸
七
・
太
田
伝
蔵
が
火
事
を
発
見
で
き

ず
、
火
事
を
知
っ
た
火
消
役
が
櫓
に
登
っ
て
太
鼓
を
打
た
せ
た
。
浅
草
寺
・
浅
草
寺

通
は
太
鼓
を
続
け
打
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
本
所
材
木
蔵
火
消
役
に
あ
っ
た
た

め
、
足
軽
両
人
は
柳
嶋
藩
邸
の
長
屋
に
押
し
込
み
と
な
り
、
こ
の
失
態
で
両
人
に
死

罪
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
津
梁
院
と
並
ぶ
藩
主
家
の
菩
提
寺
常
福
寺
（
天

台
宗　

東
京
都
台
東
区
）
か
ら
法
衣
を
着
せ
て
一
命
を
貰
い
受
け
た
い
と
、
再
三
に

わ
た
り
助
命
嘆
願
が
出
さ
れ
た）

25
（

。
こ
の
こ
と
は
、
藩
邸
側
が
幕
府
目
付
か
ら
詰
問
さ

れ
た
場
合
に
備
え
、
ア
ジ
ー
ル
と
し
て
の
常
福
寺
に
頼
み
込
ん
だ
も
の
と
考
え
る
。

　

同
一
九
年
、
本
所
米
蔵
が
設
置
さ
れ
た）

26
（

。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）、
本
所
米
蔵

火
消
役
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
足
軽
三
〇
人
が
不
足
し
、
勤
番
の
一
五
人
を
滞
府
さ
せ

る
こ
と
に
し
た）

27
（

。
火
消
の
一
番
手
に
貸
馬
五
匹
、
二
番
手
に
貸
馬
五
匹
が
必
要
で

あ
っ
た
。
藩
主
用
の
馬
五
匹
を
含
め
て
一
三
匹
が
養
わ
れ
て
い
た
が
、
馬
役
か
ら
一

〇
匹
の
買
い
入
れ
を
願
い
出
た
。
し
か
し
、
拝
領
馬
の
返
却
な
ど
藩
士
の
持
馬
を
や

り
繰
り
し
て
購
入
を
避
け
て
い
る）

28
（

。
本
所
蔵
の
火
消
道
具
は
、
前
任
者
市
橋
下
総
守

か
ら
元
文
小
判
四
〇
両
で
入
手
し
て
い
る）

29
（

。
弘
前
藩
は
、
同
三
年
、
下
谷
辺
の
火
事

に
三
町
火
消
が
出
動
し
て
消
し
留
め
た
こ
と
が
、
老
中
よ
り
認
め
ら
れ
、
藩
士
に
褒

美
が
与
え
ら
れ
て
い
る）

30
（

。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）、
老
中
松
平
左
近
将（

乗
邑
）監

か
ら
寛

永
寺
・
塔
頭
一
四
支
院
の
瓦
葺
普
請
手
伝
い
を
二
四
家
が
命
じ
ら
れ
る
と
、
津
梁
院

は
檀
家
津
軽
出（

信
著
）羽

守
、
宿
坊
井
伊
掃
部
頭
が
受
け
持
っ
た）

31
（

。

四　

七
代
藩
主
信
寧　

　

信（
岩
松
）寧

は
延
享
元
年（
一
七
四
四
）、
六
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、
宝
暦
三
年（
一
七
五
三
）

二
月
、
九
代
将
軍
家
重
に
謁
見）

32
（

、
同
一
二
月
に
土
佐
守
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

延
享
三
年
、
本
所
米
蔵
火
之
番
役
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
藩
主
が
幼
少
の
時
は
藩
士

が
代
役
す
る
こ
と
に
な
っ
た）

33
（

。
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
一
二
月
、
老
中
堀
田
相
模

守
に
御
聞
役
戸
沢
弥
五
兵
衛
が
呼
び
出
さ
れ
、
国
元
存
亡
に
よ
り
本
所
米
蔵
火
之
番

役
が
免
じ
ら
れ
た
。
代
わ
っ
た
亀
井
信
濃
守
方
か
ら
道
具
類
の
借
用
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た）

34
（

。

　

宝
暦
二
年
、
本
所
蔵
火
之
番
役
が
国
元
に
伝
え
ら
れ
る
と
、「
高
岡
御
告
」
が
行

わ
れ
た）

35
（

。「
高
岡
御
告
」
は
四
代
藩
主
信
政
を
祀
っ
た
高
照
霊
社
（
高
照
神
社
）
に

藩
主
家
の
動
向
・
藩
政
の
重
要
事
項
を
報
告
す
る
も
の
で）

36
（

、
同
五
年
の
「
高
岡
御
告
」

は
、
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

﹇
史
料
3
﹈「
国
日
記
」
宝
暦
五
年
四
月
二
八
日
条
（
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
。
以

下
同
じ
）

一
、
明
廿
九
日
、
於
高
岡
御
告
御
用
有
之
候
間
、
早
朝
被
相
越
、
別
紙
之
通
御

勤
可
有
之
旨
、
津（

御
手
廻
組
頭
）

軽
百
助
江
切
封
之
切
紙
遣
之
、
別
紙
左
之
通
、

　
　
　
　
　

御
告
之
覚

　
　
　

屋
形
様
去
十
六
日
神
田
橋
御
門
御
番
被
為
蒙
仰
候
、
以
上
、



―  26 ―

御
目
見
以
上
は
城
内
で
記
帳
を
行
い
、
勤
役
を
慶
事
と
捉
え
て
い
る）

37
（

。

　

同
一
一
年
、
公
家
衆
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
、
本
所
米
蔵
火
消
番
は
免
じ
ら
れ
た）

38
（

。

任
命
す
る
と
き
の
「
老
中
奉
書
」
に
は
老
中
の
連
名
が
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
免
ず
る

と
き
は
切
紙
で
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
同
一
三
年
五
月
八
日
、
将
軍
が

寛
永
寺
・
霊
屋
に
参
詣
の
時
、
神
田
橋
門
番
の
任
に
あ
っ
た
藩
主
が
神
田
橋
門
に

詰
、
将
軍
帰
城
後
に
御
機
嫌
伺
い
に
登
城
し
て
い
る）

39
（

。

　

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
四
月
二
四
日
、
神
田
橋
門
番
役
に
任
命
す
る
「
老
中
奉

書）
40
（

」
が
届
く
と
、
痔
痛
の
た
め
乗
馬
が
難
し
く
、
世
嗣
信
明
に
よ
る
名
代
願
を
提
出

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

門
番
の
職
務
に
つ
い
て
、
岩
淵
令
治
氏
は
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
の
常
盤
橋

門
番
の
例
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
門
の
開
閉
は
面
番
に
よ
り
、
朝
六
時
に
開

き
、
暮
六
時
に
江
戸
城
の
太
鼓
に
よ
り
閉
め
る
。
下
座
見
は
橋
の
外
側
に
居
て
、
通

過
者
に
よ
り
白
洲
下
座
・
本
下
座
・
半
下
座
・
行
儀
直
に
分
け
、
拍
子
木
を
打
っ
た
。

通
過
す
る
大
名
・
旗
本
・
寺
社
を
識
別
す
る
専
門
性
が
要
求
さ
れ
、
下
座
身
の
元
締

め
の
存
在
が
あ
っ
た
。
八
戸
藩
で
は
「
御
一
家
様
」
と
し
て
、
両
敬
や
殿
席
を
同
じ

く
す
る
方
々
の
扱
い
も
あ
っ
た）

41
（

。

　

弘
前
藩
で
は
下
座
見
の
元
締
め
と
み
ら
れ
る
込
山
藤
七
方
か
ら
下
座
見
森
藤
兵
衛

を
召
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た）

42
（

。
ま
た
、「
武
鑑
」
を
購
入
し
て
い
る
が
、
下
座
見
は

門
番
役
に
あ
る
間
だ
け
の
雇
用
で
あ
っ
た）

43
（

。
櫓
番
は
こ
れ
ま
で
夜
中
だ
け
の
勤
め
で

あ
っ
た
が
、
昼
夜
通
し
て
の
勤
め
に
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
神
田
橋
門
番
へ
の
派
遣
も

あ
り
、
江
戸
組
一
〇
人
を
新
た
に
抱
え
、
後
に
上
総
小
人
五
〇
人
を
抱
え
て
い
る）

44
（

。

神
田
橋
の
交
代
は
暑
気
の
時
期
の
た
め
五
半
時
出
番
交
代
に
な
っ
た）

45
（

。

　

世
嗣
信
明
は
天
明
三
年
一
〇
月
一
二
日
、
夜
四
時
、
御
成
小
路
辺
の
出
火
に
つ
い

て
、
自
ら
「
江
戸
在
住
日
記）

46
（

」
天
明
三
年
一
〇
月
一
二
日
条
に
記
し
て
あ
る
。
藩
主

と
火
之
見
櫓
と
み
ら
れ
る
三
階
で
火
事
の
様
子
を
み
て
、
強
風
の
た
め
火
事
を
知
ら

せ
る
太
鼓
を
打
た
せ
、
そ
の
後
、
揃
太
鼓
・
出
太
鼓
で
神
田
橋
門
ま
で
出
動
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
〇
月
二
六
日
、
暁
八
半
前
、
小
伝
馬
町
二
町
目
の
出
火
は
一
〇
月
二

八
日
条
に
見
え
る
。
神
田
橋
門
の
方
角
に
あ
た
り
、
太
鼓
を
打
た
せ
て
一
番
手
が
出

動
す
る
の
を
藩
主
が
玄
関
で
透
き
見
を
し
て
い
る
。
信
明
は
湯
漬
を
済
ま
せ
、
黄
羅

紗
羽
織
を
着
て
綿

頭
巾
を
被
り
、
出
太
鼓
で
「
氷
室
」
に
乗
っ
て
神
田
橋
門
に
至

り
、
相
役
細
川
能
登
守
よ
り
先
に
着
い
て
い
る
。
大
火
の
様
子
か
ら
老
中
・
若
年
寄

が
登
城
し
て
い
る
の
を
見
て
い
る
。
そ
の
後
、
番
所
休
憩
所
で
到
着
し
た
能
登
守
と

共
に
弁
当
の
焼
飯
を
食
し
て
い
る
。
五
時
過
ぎ
に
大
手
門
詰
が
引
き
上
げ
る
の
を
見

て
か
ら
、
能
登
守
よ
り
先
に
常
盤
橋
・
伝
馬
町
を
通
り
、
帰
邸
し
て
い
る
。
火
事
場

を
役
場
、
す
な
わ
ち
戦
場
と
捉
え
、
櫓
に
鐘
・
太
鼓
、
目
付
部
屋
に
鈴
を
備
え
、
鳴

ら
し
方
を
指
示
し
た
。

　

同
三
年
九
月
・
一
一
月
に
幕
府
に
国
元
の
天
候
不
順
に
よ
る
作
毛
不
熟
を
届
け
る

と
、
一
一
月
に
神
田
橋
門
番
が
免
ぜ
ら
れ
、
幕
府
か
ら
拝
借
金
一
万
両
が
認
め
ら
れ

た）
47
（

。

五　

八
代
藩
主
信
明

　

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
六
月
一
日
、
大
手
組
火
消
番
を
盛
岡
藩
主
南
部
慶
次
郎

と
共
に
任
じ
ら
れ
た）

48
（

。
同
一
三
日
、
弘
前
藩
は
杉
山
小
藤
太
を
使
者
に
し
て
森
岡
藩

に
次
の
よ
う
な
申
し
入
れ
を
行
っ
た）

49
（

。
こ
れ
ま
で
、
盛
岡
藩
と
は
通
路
が
無
か
っ
た

が
、
相
役
中
は
公
務
専
一
、
隔
意
な
く
諸
事
申
し
合
わ
せ
、
滞
り
な
く
勤
め
、
又
者



―  27 ―

に
至
る
ま
で
失
礼
無
き
よ
う
に
厳
重
に
申
し
付
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
同
一
四
日
、
盛
岡
藩
も
吉
田
一
学
が
使
者
と
な
っ
て
、
同
じ
内
容
の
答

礼
を
行
っ
て
い
る）

50
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
弘
前
藩
は
目
付
か
ら
次
の
よ
う
な
触
書
を
出
し

た
。

﹇
史
料
4
﹈「
国
日
記
」
天
明
七
年
七
月
九
日
条

　
　
　
　
　

覚

此
度
大
手
組
御
防
被
蒙
仰
候
處
、
御
相
役
南
部
慶
次
郎
様
江
ハ
、
何
連
茂
存
之
通

年
来
御
通
路
一
切
無
之
候
得
共
、
全
御
私
事
之
儀
一
向
御
捨
被
差
置
、
御
公
務

専
一
被
思
召
、
御
勤
中
無
御
隔
意
被
仰
含
、
諸
事
無
御
滞
御
勤
被
遊
候
様
、
向

方
様
江
被
仰
入
候
ニ
付
、
御
家
来
中
江
茂
一
統
無
隔
意
申
談
、
御
公
務
無
御
滞
御

勤
被
遊
候
事
、
専
一
ニ
心
懸
於
御
場
先
下
々
又
者
に
至
迄
茂
、
右
之
心
得
ニ
而
対

向
方
様
少
茂
無
礼
ケ
間
敷
か
さ
つ
等
之
儀
無
之
、
諸
事
相
慎
御
儀
理
相
立
候
様
、

支
配
頭
之
面
々
精
々
申
含
置
可
申
候
、
万
一
争
ケ
間
敷
異
論
等
有
之
、
上
御
義

理
を
失
候
儀
於
有
之
者
、
御
公
務
ニ
茂
被
為
拘
御
太
切
之
筋
、
当
人
者
勿
論
支
配

頭
茂
可
為
越
度
候
、
右
之
趣
急
度
可
相
心
得
旨
被
仰
出
候
、
右
之
趣
能
々
相
慎

可
被
相
勤
候
、
此
旨
可
被
申
触
候
、
以
上
、

　
　

未
六
月

御
目
付
中

盛
岡
藩
は
、
弘
前
藩
初
代
藩
主
津
軽
為
信
が
南
部
領
を
切
り
取
っ
て
独
立
し
た
と
考

え
、
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
互
い
に
通
路
を
取
ろ
う
と
せ
ず
、
不
仲
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
弘
前
藩
は
盛
岡
藩
に
申
入
れ
、
盛
岡
藩
も
応
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
藩
士
か
ら
又

者
ま
で
が
さ
つ
な
行
動
を
慎
む
よ
う
に
目
付
触
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。『
幕

末
明
治
女
百
話）

51
（

』
に
は
幕
末
の
話
と
し
て
、
本
所
の
広
大
な
弘
前
藩
邸
に
は
悪
い
足

軽
・
中
間
が
巣
を
作
り
、
部
屋
頭
の
さ
し
売
り
が
商
家
へ
駕
籠
に
乗
っ
て
強ゆ

す
り請

に
来

た
と
伝
え
て
い
る
。

　

弘
前
藩
江
戸
藩
邸
は
武
家
奉
公
人
を
国
元
か
ら
登
ら
せ
る
だ
け
で
は
不
足
し
、
口

入
屋
を
通
し
て
上
総
小
人
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に

は
江
戸
小
人
三
部
屋
毎
に
部
屋
頭
を
置
き
、
同
三
年
に
は
上
総
小
人
一
五
〇
人
を
抱

え
て
い
た）

52
（

。
こ
れ
ら
の
江
戸
抱
え
は
、
大
名
・
旗
本
、
商
家
を
渡
り
歩
き
、
粗
暴
な

が
さ
つ
行
為
を
行
う
も
の
が
多
く
、
藁
の
銭
さ
し
草
鞋
を
高
値
で
売
り
付
け
た
と
い

う
。

　

天
明
七
年
、
大
手
組
火
消
番
が
免
ぜ
ら
れ
、
神
田
橋
門
番
に
変
わ
り
、
番
頭
か
ら

物
書
ま
で
二
両
か
ら
二
歩
ま
で
の
幅
で
褒
美
が
与
え
ら
れ
た
。
江
戸
詰
の
藩
士
の
扶

持
米
四
分
の
一
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
の
を
用
捨
の
扱
い
に
し
、
勤
役
に
よ
る
藩
士

の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。
神
田
橋
門
番
に
は
神
田
橋
番
頭
二
・
火
消
番
頭
二
・
纏

番
二
・
目
付
代
二
・
面
番
八
・
水
ノ
手
二
・
幕
下
徒
士
五
・
番
所
物
書
二
・
番
頭
下

役
二
人
が
任
じ
ら
れ
、
宝
暦
一
四
年
・
安
永
二
年
の
前
例
を
基
に
水
ノ
手
番
ま
で
、

一
両
二
歩
〜
一
両
ま
で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
た）

53
（

。
こ
の
時
、
目
付
か
ら
次
の
よ
う
な

「
矢
倉
条
目
」
が
示
さ
れ
た
。

「
史
料
5
」「
江
戸
日
記
」
天
明
七
年
九
月
二
八
日
条　
　

一
、
御
目
付
申
出
候
、
矢
倉
御
条
目

一
、
神
田
橋
御
近
所
与
見
定
候
者
、
鐘
・
太
鼓
打
交
た
る
べ
き
事
、

一
、
御
城
よ
り
ハ
八
町
四
方
、
東
本
町
、
西
糀
町
、
南
虎
ノ
御
門
、
北
筋

違
御
門
限
、

　
　

御
城
外
に
而
も
、
御
城
近
き
出
火
と
相
見
得
候
ハ
ヽ
、
其
節
火
消
番
矢

倉
江
上
り
、
火
勢
之
様
子
見
切
、
御
人
数
寄
之
太
鼓
五
ツ
ヽ
三
度
打
切
、
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其
上
御
目
付
差
図
次
第
出
火
太
鼓
打
可
申
候
、
尤
御
人
数
不
揃
ニ
て

も
火
勢
募
候
ハ
ヽ
、
御
目
付
不
及
差
図
引
続
出
火
太
鼓
打
可
申
事
、

一
、
大
川
通
並
両
本
所
筋
、
御
成
日
者
太
鼓
を
下
し
置
、
矢
倉
番
人
中
段

に
罷
在
、
火
事
有
之
節
者
早
速
一
人
下
り
知
ら
せ
可
申
事
、
尤
御
人

数
寄
候
ニ
者
鉄
棒
引
可
申
候
、
御
人
数
出
候
ニ
者
差
図
可
有
事
、

　
　
　
　

附
惣
而
火
鎮
候
ハ
ヽ
、
消
鐘
打
可
申
事
、

一
、
御
上
屋
敷
三
町
四
方
出
火
之
節
、
鈴
ニ
而
知
せ
可
申
事
、

　
　
　
　

但
三
町
之
御
人
数
出
候
ニ
者
、
鳴
公（

子
）引

不
申
事
、

一
、
遠
方
之
火
事
之
節
者
、
矢
倉
番
人
壱
人
下
り
為
知
可
申
事
、

　
　
　
　

但
半
鐘
三
ツ
打
申
事
、

右
之
条
々
急
度
相
守
、
昼
夜
無
油
断
相
勤
可
申
候
、
若
違
犯
せ
し
む
る
に

お
ひ
て
者
、
詮
儀
之
上
曲
事
可
申
付
者
也
、

　
　
　

未
九
月

御
上
屋
敷
御
近
所
出
火
之
節
、
三
ツ
頭
早
太
鼓
之
儀
、
此
已
後
共
是
迄
之

通
可
被
仰
付
候
哉
之
旨
申
出
之
、

右
之
通
伺
申
出
之
、
多

（
家
老
津
軽
多
膳
）

膳
江
達
、
御
近
所
出
火
之
節
ハ
早
半
鐘
打
候
様
、
其

外
伺
之
通
被
仰
付
旨
申
遣
之
、

　

神
田
橋
門
番
に
対
応
し
た
太
鼓
・
鐘
・
鈴
・
鳴
子
の
打
ち
方
を
指
示
し
て
い
る
こ

と
が
解
る
。
門
番
役
の
藩
士
に
対
し
、
公
儀
法
度
・
津
軽
家
家
法
の
順
守
、
喧
嘩
・

口
論
の
禁
止
、
月
代
・
衣
類
を
見
苦
し
く
な
き
よ
う
整
え
る
こ
と
を
申
し
渡
し
て
い

る
。

　

天
明
七
年
、
信
明
は
自
ら
の
火
事
頭
巾
に
縫
い
取
り
の
あ
る
も
の
を
使
用
せ
ず
、

供
の
者
の
火
事
具
が
立
派
な
者
は
質
素
に
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る）

54
（

。
ま
た
、
大
手
町

火
消
役
・
神
田
橋
門
番
役
の
勤
役
を
熟
知
し
て
い
て
、
京
極
能
登
守
か
ら
火
事
場
に

お
け
る
曳
馬
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
と
、
こ
れ
に
適
し
た
馬
を
進
呈
し
て
い
る）

55
（

。

六　

九
代
藩
主
寧
親

　

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
四
月
、
神
田
橋
門
番
役
に
任
じ
ら
れ
た
時
、
幕
府
よ
り

出
火
の
際
の
召
連
れ
人
数
を
、
惣
人
数
二
〇
〇
人
程
、
馬
上
五
・
六
騎
、
纏
二
本
と

示
さ
れ
た）

56
（

。

　

藩
主
の
出
馬
に
つ
い
て
次
の
史
料
を
見
て
い
く
。

﹇
史
料
6
﹈「
津
軽
歴
代
記
類）

57
（

」

寛
政
五
年
四
月
二
十
六
日
、
神
田
橋
御
門
固
被
為
蒙
仰
候
、
此
時
出
火
之
節
、

如
先
規
火
之
見
櫓
ニ
而
為
知
鳴
物
太
鼓
相
用
、
出
馬
之
節
先
格
之
通
り
金
紋
先

挟
箱
、
革
覆
取
り
、
持
槍
二
本
之
外
千
段
巻
柄
対
之
槍
、
青
貝
柄
手
槍
打
物
、

茶
弁
当
持
セ
、
乗
替
馬
虎
皮
覆
掛
ケ
、
途
中
並
役
場
ニ
於
テ
、
進
退
合
図
太
鼓
相

用
ヒ
ル
旨
申
達
候
、
尤
、
十
二
月
朔
日
、
先
達
而
松
前
ヘ
人
数
被
差
出
候
ニ
付
テ
、

御
門
固
御
免
被
為
蒙
仰
候
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
軽
日
記

藩
主
の
出
馬
は
、
神
田
橋
門
番
役
で
は
出
火
に
櫓
の
太
鼓
で
出
馬
、
茶
弁
当
・
乗
換

馬
を
用
意
し
、
進
退
は
持
参
の
太
鼓
に
依
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
同
年
一
〇
月
二

五
日
、
厳
寒
の
夜
、
出
火
に
よ
り
神
田
橋
門
に
朝
ま
で
詰
切
っ
た
者
に
対
す
る
慰
労

の
下
さ
れ
物
を
表
2
に
し
た
。
出
動
の
役
職
は
解
る
が
、
総
数
は
不
明
で
あ
る
。

　

同
年
一
二
月
、
弘
前
藩
が
盛
岡
藩
と
蝦
夷
地
警
衛
が
命
じ
ら
れ
た
。

﹇
史
料
7
﹈「
柳
営
日
次
記）

58
（

」
寛
政
五
年
一
二
月
一
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
慶
次
郎
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名
代
永
井
日
向
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
軽
出（

寧
親
）羽

守

右
漂
流
人
異
国
ゟ
送
越
候
ニ
付
、
松
前
表
へ
人
数
差
出
之
節
申
付
宜
行
届
候

儀
、
一
段
之
事
ニ
被
思
召
、
此
段
可
申
聞
上
意
ニ
候
、
於
御
白
書
院
縁
頰
、
老

中
列
座
采
女
正
申
渡
、

江
戸
城
白
書
院
に
お
い
て
、
老
中
列
座
の
中
で
盛
岡
藩
主
と
共
に
蝦
夷
地
警
衛
が
命

じ
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
神
田
橋
門
番
役
が
免
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
前
年
の
寛
政
四
年
九
月
、
ロ
シ
ア
の
使
節
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
が
、
伊
勢
の

船
頭
幸
太
夫
を
根
室
に
送
っ
て
通
商
を
求
め
た
こ
と
に
始
ま
る
。
弘
前
に
松
前
派
遣

の
報
が
届
い
た
の
は
同
四
年
一
一
月
一
四
日
の
飛
脚
で
、
二
〇
日
に
「
高
岡
御
告
」

が
行
わ
れ
て
い
る）

59
（

。
翌
五
年
四
月
、
幕
府
は
目
付
石
川
将
監
・
村
上
大
学
を
会
見
の

た
め
福
山
へ
派
遣
し
、
護
衛
を
盛
岡
藩
・
弘
前
藩
に
命
じ
た
。
弘
前
藩
は
護
衛
の
任

に
物
頭
山
田
剛
太
郎
・
都
谷
森
甚
之
丞
を
当
て
、
二
月
五
日
に
出
立
、
八
月
五
日
に

弘
前
に
帰
着
し
て
い
る）

60
（

。

　

幕
府
目
付
の
蝦
夷
地
の
報
告
か
ら
、
幕
府
の
蝦
夷
地
警
衛
計
画
が
立
案
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
同
五
年
一
二
月
に
将
軍
家
斉
の
面
前
で
盛
岡
藩
・
弘
前
藩
に
対
し
て
蝦
夷

地
警
衛
が
命
じ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

同
六
年
、
幕
府
使
番
大
久
保
八
郎
右
衛
門
が
弘
前
藩
上
屋
敷
裏
座
敷
に
見
え
て
、

「
老
中
奉
書）

61
（

」
を
以
て
大
手
筋
を
指
図
し
た
。
そ
の
途
中
、
徒
目
付
金
子
又
三
郎
の

指
図
で
幸
橋
門
内
に
変
わ
り
、
再
度
、
徒
目
付
の
指
図
で
松
平
薩
摩
守
中
屋
敷
・
表

長
屋
の
屋
根
と
阿
部
豊
後
守
の
長
屋
の
屋
根
に
上
が
っ
て
防
ぎ
、
下
火
に
な
っ
て
、

指
図
に
よ
り
引
き
上
げ
て
い
る）

62
（

。

　

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
三
月
四
日
、
芝
田
町
三
丁
目
よ
り
の
出
火
が
、
強
い
西

南
の
風
で
曲
輪
内
・
本
町
通
り
・
浅
草
辺
ま
で
消
失
す
る
大
火
と
な
っ
た）

63
（

。
弘
前
藩

は
火
元
見
の
馬
役
を
火
元
確
認
に
走
ら
せ
て
い
る
が）

64
（

、「
江
戸
日
記
」
に
は
記
述
が

な
い
。
火
事
に
は
、
先
ず
火
元
見
の
馬
役
が
騎
馬
で
駆
け
付
け
、
そ
の
報
告
に
よ
り

火
消
役
が
出
動
し
た
。

　

大
名
家
の
火
之
見
櫓
に
は
板
木
が
備
え
ら
れ
て
い
た
が
、
弘
前
藩
上
屋
敷
の
火
の

見
櫓
が
太
鼓
で
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
。

　

文
化
八
年
九
月
、
弘
前
藩
御
聞
役
を
出
入
の
幕
府
小
人
目
付
が
、
尋
ね
る
こ
と
が

あ
る
と
訪
れ
て
い
る）

65
（

。
こ
れ
は
、
火
の
見
櫓
の
太
鼓
の
事
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
関
す
る
対
応
が
「
江
戸
日
記
」
文
化
九
年
一
〇
月
一
九
日
条
に
詳
し
く
記

し
て
あ
り
、
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

①　

翌
九
年
八
月
二
五
日
、
幕
府
よ
り
付
札
で
勤
役
の
期
間
以
外
、
火
の
見
櫓
に
鳴

物
を
懸
け
る
こ
と
の
禁
止
が
伝
え
ら
れ
た
。
弘
前
藩
御
聞
役
笠
原
八
郎
兵
衛
か
ら
老

中
松
平
伊
豆
守
あ
て
に
提
出
し
た
伺
書
に
は
、
曲
輪
付
近
と
本
所
蔵
・
猿
江
材
木
蔵

の
火
事
に
駆
け
付
け
る
た
め
に
太
鼓
が
な
け
れ
ば
不
都
合
で
あ
る
と
記
し
て
あ
る
。

②　

そ
の
後
、
笠
原
八
郎
兵
衛
に
、
目
付
附
坊
主
野
村
清
庵
が
次
の
三
点
を
進
言
し

て
い
る
。
第
一
点
は
目
付
筆
頭
佐
野
肥
後
守
、
徒
目
付
加
藤
才
助
・
古
山
善
蔵
を
頼

る
。
第
二
点
は
松
平
伊
豆
守
の
公
用
人
新
藤
善
八
郎
に
内
談
し
て
、
右
筆
組
頭
に
も

頼
む
。
第
三
点
は
松
平
伊
豆
守
と
懇
意
の
秋
山
内
記
に
添
状
を
依
頼
す
る
。

③　

こ
の
後
の
笠
原
八
郎
兵
衛
が
作
成
し
た
伺
書
は
、
右
筆
組
頭
尾
嶋
定
右
衛
門
を

通
し
て
佐
野
と
交
代
し
た
目
付
水
野
中
務
に
渡
っ
た
。

④　

九
月
一
四
日
、
松
平
伊
豆
守
の
内
意
を
受
け
た
幕
府
目
付
水
野
中
務
が
笠
原
八

郎
兵
衛
を
江
戸
城
内
に
呼
び
出
し
、
太
鼓
・
板
木
の
何
方
を
使
用
し
て
い
る
か
尋
ね

て
い
る
。
笠
原
は
太
鼓
の
使
用
は
藩
邸
が
小
川
町
に
あ
っ
た
時
か
ら
使
用
し
て
い
る
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と
答
え
、
古
来
よ
り
の
太
鼓
使
用
を
願
い
出
て
い
る
。

⑤　

九
月
一
九
日
、
笠
原
八
郎
兵
衛
が
野
村
清
庵
を
訪
れ
て
内
談
し
た
内
容
は
次
の

三
点
で
あ
っ
た
。
第
一
点
は
目
付
評
議
が
弘
前
藩
に
は
板
木
が
相
当
と
決
ま
り
か
け

て
い
る
。
第
二
点
は
松
平
伊
豆
守
へ
再
度
願
い
出
る
。
第
三
点
は
佐
野
肥
後
守
よ
り

水
野
中
務
に
話
す
内
容
は
、
仙
台
藩
陪
臣
片
倉
小
十
郎
が
古
来
よ
り
の
仕
来
り
と
し

て
、
鉄
砲
の
活
火
縄
を
府
内
帯
行
し
て
も
咎
め
ら
れ
な
い
で
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

片
倉
小（

八
代
村
典
）

十
郎
は
、
文
化
四
年
四
月
、
幕
府
目
付
水
野
中
務
よ
り
府
内
を
鉄
砲
三

に

火
縄
を
燈
し
て
通
る
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
た
が
、
片
倉
は
先
祖
代
々
許
可
さ
れ
て
き
た

と
し
て
、
従
来
通
り
認
め
ら
れ
て
い
る）

66
（

。
目
付
水
野
中
務
が
片
倉
の
活
火
縄
に
続
い

て
、
弘
前
藩
の
太
鼓
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

⑥　

笠
原
は
板
木
に
決
ま
れ
ば
藩
主
に
申
し
訳
が
な
い
と
、
書
き
直
し
た
伺
書
を
清

庵
か
ら
水
野
中
務
へ
提
出
、
自
身
は
松
平
伊
豆
守
の
新
藤
善
八
郎
に
次
の
よ
う
な
伺

書
を
提
出
し
、
松
平
伊
豆
守
の
落
手
に
な
っ
た
。

﹇
史
料
8
﹈「
江
戸
日
記
」
文
化
九
年
一
〇
月
一
九
日
条
（
棒
線
は
筆
者
に
よ
る
）

御
名
様
火
之
見
櫓
為
知
鳴
物
之
儀
者
、
古
来
ゟ
太
鼓
相
用
得
来
候
、
右
者
余
り

御
例
も
無
之
様
承
知
仕
候
得
共
、
古
来
ゟ
御
仕
来
ニ
御
座
候
、
其
外
ニ
も
腰
網

代
打
揚
・
金
紋
挟
箱
抔
も
相
用
得
、
御
家
御
規
模
之
様
申
伝
罷
有
候
、
然
者
御

名
様
之
儀
者
諸
事
古
来
ゟ
御
仕
来
を
少
茂
削
ニ
不
相
成
様
常
々
厚
被
成
御
心
懸

候
、
近
来
蝦
夷
地
御
用
御
専
務
ニ
相
成
、
御
当
地
御
役
当
も
無
之
候
得
共
、
櫓

鳴
物
相
用
候
事
も
無
之
、
追
々
御
当
地
御
役
当
御
勤
之
節
、
自
然
年
久
敷
も
相

成
、
初
而
太
鼓
相
用
候
之
様
御
聞
請
茂
可
有
之
哉
、
依
之
御
曲
輪
近
辺
ゟ
遠
所

之
儀
者
勿
論
、
幸
本
所
御
蔵
・
猿
江
御
蔵
江
火
消
人
数
差
出
候
事
茂
御
座
候
而
、

人
数
繰
出
相
図
鳴
物
無
之
候
而
者
不
都
合
御
座
候
間
、
相
用
度
茂
先
達
而
御
内
慮

奉
伺
置
候
、
必
竟
太
鼓
用
候
儀
相
止
候
而
者
、
古
来
ゟ
御
仕
来
之
削
ニ
も
相
成
候

處
を
御
掛
念
之
故
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
太
鼓
相
用
候
様
被
仰
付
下
置
度
奉
願
候
、

此
段
私
限
御
内
意
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　

九
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
名
様
御
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原
八
郎
兵
衛

こ
こ
で
は
、
火
の
見
櫓
の
太
鼓
は
、
他
に
例
が
無
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
腰

網
代
駕
籠
と
古
来
よ
り
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
蝦
夷
地
警
衛
に
あ
る
が
、

本
所
蔵
の
火
消
に
出
動
の
際
は
太
鼓
が
無
け
れ
ば
不
都
合
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

⑦　

一
〇
月
一
七
日
、
野
村
清
庵
よ
り
笠
原
八
郎
兵
衛
に
目
付
の
評
議
が
内
々
に
伝

え
ら
れ
た
。
目
付
衆
一
〇
人
が
銘
々
存
意
の
書
付
を
封
書
に
し
て
、
水
野
中
務
の
手

元
に
集
め
、
評
議
書
を
作
成
、
こ
れ
を
老
中
が
順
覧
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
一
代

将
軍
家
斉
が
評
議
書
・
松
平
伊
豆
守
の
添
書
を
上
覧
し
て
伺
済
と
な
っ
た
。

⑧　

翌
一
八
日
、
次
の
よ
う
な
太
鼓
使
用
認
可
が
弘
前
藩
に
伝
え
ら
れ
た
。

﹇
史
料
9
﹈「
江
戸
日
記
」
文
化
九
年
一
〇
月
一
九
日
条

平
日
茂
相
図
之
鳴
物
相
用
可
被
申
候
事

但
当
居
屋
敷
ニ
而
者
太
鼓
用
候
而
茂
不
苦
候
事

こ
れ
ま
で
の
こ
と
は
、
笠
原
の
一
存
と
し
て
扱
っ
た
が
、
国
元
の
藩
主
に
報
告
し
て

い
る）

67
（

。

　

弘
前
藩
か
ら
関
係
者
へ
の
遣
物
は
表
3
に
な
る）

68
（

。
目
付
附
坊
主
野
村
清
庵
に
金
二

〇
両
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
渉
に
当
た
っ
て
重
要
な
役
割
り
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
解
る
。
那
須
家
は
殿
席
が
同
じ
柳
の
間
の
方
々
へ
の
根
回
し
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
る
。
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笠
原
か
ら
新
藤
善
八
郎
と
の
出
合
に
一
一
両
二
歩
二
朱
・
銭
三
五
六
文
、
公
儀
衆

の
接
待
に
七
両
三
歩
六
七
二
文
の
出
費
が
あ
っ
た）

69
（

。

　

目
付
の
評
議
で
板
木
に
決
ま
り
か
け
て
い
た
件
を
、
古
来
通
り
と
覆
し
た
笠
原
の

外
交
手
腕
は
、
こ
の
後
相
馬
大
作
事
件
に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
か
ら
火
の
見
櫓
の
太
鼓
を
常
時
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
元
よ
り
足
軽

一
〇
人
・
掃
除
小
人
三
〇
人
を
登
ら
せ
、
上
総
小
人
も
一
二
〇
人
の
他
に
三
〇
人
を

抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た）

70
（

。

　
「
史
料
8
」
に
棒
線
を
引
い
た
部
分
「
近
来
蝦
夷
地
御
用
御
専
務
ニ
相
成
、
御
当

地
御
役
当
も
無
之
候
得
共
、
櫓
鳴
物
相
用
候
事
も
無
之
」
を
み
る
と
、
近
頃
は
蝦
夷

地
警
衛
の
任
に
あ
っ
て
、
江
戸
で
の
勤
役
は
無
い
と
云
っ
て
い
る
。
長
谷
川
成
一
氏

は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）、
蝦
夷
地
勤
番
中
で
の
神
田
橋
門
番
役
の
任
命
は
、

前
年
の
七
万
石
高
直
り
に
見
合
っ
た
量
の
公
役
の
追
加
と
見
て
お
ら
れ
る）

71
（

。「
泰
平

年
表
大
御
所
」
に
は
、
同
五
年
、
幕
府
は
南
部
大
膳
大（

利
敬
）夫

を
二
〇
万
石
・
侍
従
に
し

て
西
蝦
夷
地
警
衛
、
津
軽
越
中（

寧
親
）守

を
一
〇
万
石
・
四
品
に
し
て
東
蝦
夷
地
警
衛
に
当

た
ら
せ
た
と
あ
る）

72
（

。
長
谷
川
氏
の
考
察
の
よ
う
に
、
九
代
藩
主
寧
親
に
は
高
直
り
に

応
じ
た
勤
役
が
当
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

諸
大
名
の
火
の
見
櫓
で
は
板
木
で
あ
る
の
に
、
弘
前
藩
だ
け
が
太
鼓
を
許
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
本
所
七
不
思
議
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
き
た）

73
（

。
こ
れ
は
、
太
鼓
を
藩

邸
が
小
川
町
に
あ
っ
た
時
か
ら
使
用
し
て
い
る
も
の
の
、
江
戸
で
は
不
思
議
と
し
て

語
り
伝
え
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
。

七　

一
〇
代
藩
主
信
順

　

一
〇
代
藩
主
信
順
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
四
月
一
〇
日
、
家
督
相
続
の
際

に
、
幕
府
よ
り
先
代
藩
主
に
引
き
続
き
蝦
夷
地
警
衛
を
命
じ
ら
れ）

74
（

、
江
戸
で
の
火
消

役
・
門
番
役
・
公
家
衆
馳
走
役
に
当
た
っ
て
い
な
い
。

　

弘
前
藩
上
屋
敷
は
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）、
神
田
小
川
町
か
ら
本
所
二
ツ
目
（
緑

町
）
に
屋
敷
替
え
に
な
り
、
上
屋
敷
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）、
明
和
八
年
（
一

七
七
一
）、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
火
災
に
遭
っ
て
い
る）

75
（

。

　

澁
谷
葉
子
氏
は
、
赤
穂
藩
浅
野
家
の
「
鉄
砲
洲
上
屋
敷
絵
図
」
が
、
台
紙
に
約
一
・

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
六
分
）
方
眼
の
へ
ら
引
き
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
実
際

の
長
さ
一
間
（
田
舎
間
）
は
約
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
縮
尺
は
六
分
計

（
一
〇
〇
分
の
一
）
と
計
測
し
て
い
る）

76
（

。
こ
の
場
合
、
一
分
は
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
と
な
る
。

　

こ
の
考
察
を
基
に
、
江
戸
藩
邸
の
絵
図
を
み
て
い
く
。

　
「
本
庄
御
屋
鋪
御
指
図）

77
（

」
は
制
作
年
代
が
不
明
で
あ
る
が
、
六
分
（
約
一
・
八
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
方
眼
紙
に
、
建
物
を
浅
黄
色
・
京
間
、
黄
紙
と
茅
色
紙
・
田
舎

間
に
色
分
け
し
て
あ
る
。
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
の
「
江
戸
御
上
屋
鋪
御
指
図）

78
（

」

の
「
火
之
見
矢
倉
」
は
庭
か
ら
階
段
か
梯
子
で
屋
根
に
登
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。「
御
上
屋
鋪
御
絵
図
面）

79
（

」
は
「
文
政
九
年
前
之
図
面
」
と
あ
る
が
、
部

屋
の
間
取
り
か
ら
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
に
普
請
が
始
ま
り
、
翌
年
に
完
成

し
た
大
書
院
建
築
以
前
の
も
の
と
考
え
る
。「
御
台
所
」
か
ら
階
段
に
「
登
り
口
」

と
描
か
れ
て
あ
る
と
こ
ろ
が
、
火
の
見
櫓
へ
の
上
り
口
と
み
ら
れ
る
。

　
「
御
上
屋
鋪
惣
御
絵
図
面）

80
（

」
は
六
分
計
絵
図
で
あ
り
、
表
門
を
入
っ
た
左
手
に
あ

る
計
測
一
寸
九
分
の
「
御
火
之
見
」
は
、
京
間
で
三
間
四
方
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

高
さ
は
定
火
消
の
櫓
が
三
丈
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
程
度
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
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る
。
こ
の
絵
図
に
村
田
酉
市
か
ら
の
御
用
書
が
添
え
ら
れ
て
あ
る
。
寧
親
の
隠
居
部

屋
の
普
請
に
関
わ
り
、
在
国
中
の
藩
主
へ
の
報
告
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
絵
図
は
文
政

八
年
（
一
八
二
五
）
の
作
製
で
あ
る
こ
と
が
解
る）

81
（

。

　

同
一
一
年
二
月
に
上
屋
敷
が
全
焼
し
た
が
、
七
月
に
櫓
が
出
来
上
が
り
、
火
事
の

際
に
、
藩
士
の
子
供
・
又
者
が
火
之
見
櫓
に
登
り
、
見
咎
め
て
も
聞
き
入
れ
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、
目
付
が
禁
止
の
触
れ
を
出
し
て
い
る）

82
（

。

八　

一
一
代
藩
主
順
承

　

一
一
代
藩
主
順
承
は
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
五
月
一
六
日
、
家
督
相
続
の

際
に
、
先
代
藩
主
に
引
き
続
き
蝦
夷
地
警
衛
が
命
じ
ら
れ）

83
（

、
江
戸
で
の
火
消
役
・
門

番
役
・
公
家
衆
馳
走
役
に
は
当
て
ら
れ
て
い
な
い
。

　

弘
前
藩
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
焼
失
し
た
菩
提
寺
津
梁
院
、
同
一
一
年
、

焼
失
の
上
屋
敷
の
再
建
に
多
額
の
費
用
を
要
し
た
。
武
部
愛
子
氏
は
、
弘
前
藩
が
文

政
七
年
よ
り
寛
永
寺
の
塔
中
養
寿
院
の
料
物
金
か
ら
借
用
し
、
天
保
一
三
年
（
一
八

四
二
）
に
は
元
利
合
計
七
万
両
に
達
し
て
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、
寛
永
寺
側

か
ら
寺
社
奉
行
へ
出
訴
し
、
年
賦
に
よ
り
解
決
し
た
こ
と
を
考
察
し
て
い
る）

84
（

。
江
戸

藩
邸
の
天
保
一
五
年
の
経
費
四
万
五
八
六
六
両
の
内
、
常
用
金
が
二
万
五
七
三
〇

両
、
返
済
金
が
二
万
一
三
六
両
に
及
ん
で
い
た）

85
（

。

　

同
三
年
、
黒
石
藩
領
飛
内
村
の
高
木
久
蔵
は
伊
勢
参
宮
の
帰
途
、
江
戸
に
立
ち

寄
っ
た
際
の
弘
前
藩
上
屋
敷
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

﹇
史
料
10
﹈
高
木
久
蔵
「
道
中
手
帳）

86
（

」
嘉
永
三
年
六
月
一
七
日
条

本
所
黒
石
御
屋
敷
江
参
り
、
七
時
半
頃
ニ
福
士
旦
那
様
先
立
ニ
而
、
御
本
家
様
御

屋
敷
見
物
い
た
し
、
誠
ニ
以
大
い
な
る
御
屋
敷
な
り
、
御
太
鼓
や
ぐ
ら
荀

（
マ
マ
）ニ

高
し
、

黒
石
藩
邸
に
福
士
文
蔵
と
み
ら
れ
る
人
物
を
訪
ね
、
そ
の
案
内
で
弘
前
藩
上
屋
敷
を

見
物
し
て
い
る
。
本
所
で
上
屋
敷
の
櫓
の
際
立
っ
て
高
い
こ
と
が
印
象
付
け
ら
れ
て

い
た
。

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
地
震
で
は
江
戸
藩
邸
の
火
之
見
櫓
は
被
害
を
免
れ
た）

87
（

。

九　

一
二
代
藩
主
承
昭

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
〇
月
、
本
所
深
川
火
事
場
見
廻
り
が
廃
止
さ
れ
、
慶

応
三
年
（
一
八
六
七
）、
火
事
場
見
廻
り
も
廃
止
と
な
っ
た）

88
（

。

　

文
久
三
年
五
月
、
幕
府
の
布
令
で
浜
屋
敷
で
火
箭
一
〇
発
が
放
た
れ
た
時
は
、
曲

輪
内
の
場
合
と
同
じ
く
藩
邸
の
櫓
の
太
鼓
・
鐘
を
打
ち
混
ぜ
て
非
常
を
知
ら
せ
、
小

具
足
・
火
事
具
を
着
し
て
詰
場
へ
出
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た）

89
（

。

　

同
七
月
、
来
年
四
月
〜
六
月
の
京
都
警
衛
を
命
じ
ら
れ）

90
（

、
蝦
夷
地
警
衛
の
箱
館
詰

二
〇
〇
人
、
ス
ッ
ツ
詰
一
〇
〇
人
を
交
代
さ
せ
、
参
勤
の
準
備
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、

一
一
月
に
箱
館
警
衛
・
領
内
防
御
専
務
と
し
て
、
上
京
が
免
じ
ら
れ
た）

91
（

。

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
、
藩
主
が
在
国
中
に
浅
草
・
本
所
蔵
警
衛
が
任
じ

ら
れ
た
。
蝦
夷
地
警
衛
専
務
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
人
数
不
足
か
ら
老
中
に

浅
草
・
本
所
蔵
の
一
方
の
免
除
願
い
を
提
出
し
た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た）

92
（

。
同
年

一
二
月
、
翌
年
正
月
〜
三
月
の
京
都
警
衛
が
命
じ
ら
れ
る
と
、
浅
草
・
本
所
蔵
警
衛

の
任
が
解
か
れ
た）

93
（

。

　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
五
月
一
八
日
、
小
川
町
辺
の
出
火
に
、
田
安
家
に
見
舞

火
消
を
繰
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
鑑
札
に
人
数
の
記
載
が
無
い
と
門
内
に
入
れ
ず
、
鎮
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火
に
よ
り
引
き
上
げ
て
い
る）

94
（

。

お
わ
り
に

　

幕
府
か
ら
弘
前
藩
主
に
課
せ
ら
れ
た
火
消
役
・
門
番
役
は
、
弘
前
藩
で
は
公
家
馳

走
役
を
含
め
て
慶
事
と
捉
え
、
高
岡
霊
社
に
報
告
し
、
御
目
見
以
上
の
藩
士
が
記
帳

し
て
い
る
こ
と
が
解
っ
た
。

　

ま
た
、
幕
府
は
蝦
夷
地
警
衛
を
命
じ
る
と
、
一
〇
代
・
一
一
代
藩
主
に
は
江
戸
で

の
火
消
役
・
門
番
役
・
公
家
衆
馳
走
役
を
当
て
ず
、
勤
役
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

火
消
役
・
門
番
役
は
藩
主
在
府
中
の
勤
役
で
あ
る
が
、
幕
末
に
は
在
国
中
に
任
じ

ら
れ
、
京
都
警
衛
が
加
え
ら
れ
る
と
、
蝦
夷
地
警
衛
に
派
遣
し
て
い
る
藩
士
の
振
り

分
け
に
支
障
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
藩
士
は
抱
え
る
又
者
の
分
ま
で
、

火
事
具
を
自
前
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
勘
定
方
よ
り
借
財
す
る
者
も
現
れ

た
。
こ
の
た
め
、
藩
庁
は
藩
士
か
ら
扶
持
米
の
四
分
の
一
の
借
り
上
げ
を
用
捨
し
、

手
当
・
褒
美
を
与
え
て
救
済
す
る
措
置
を
取
っ
た
。
足
軽
以
下
、
武
家
奉
公
人
の
皮

羽
織
・
股
引
は
貸
与
で
あ
っ
た
。
火
事
場
へ
騎
馬
で
向
か
う
も
の
に
は
貸
馬
が
用
意

さ
れ
た
。

　

足
軽
・
掃
除
小
人
は
国
元
か
ら
登
ら
せ
て
い
た
が
、
文
化
九
年
、
太
鼓
の
常
時
使

用
が
認
め
ら
れ
る
と
、
人
手
不
足
か
ら
多
く
の
上
総
小
人
を
抱
え
、
こ
れ
ら
の
武
家

奉
公
人
の
が
さ
つ
な
行
為
は
、
江
戸
の
庶
民
を
悩
ま
せ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
下
座
見
は
勤
役
中
だ
け
の
抱
え
で
あ
っ
た
。

　

火
の
見
櫓
の
大
き
さ
は
、
六
分
計
の
藩
邸
絵
図
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

櫓
に
は
太
鼓
・
鐘
・
鈴
が
置
か
れ
た
。
太
鼓
は
勤
役
が
終
わ
る
と
太
鼓
部
屋
に
収
納

さ
れ
た
が
、
文
化
九
年
よ
り
常
時
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
藩
邸
内
で
は

太
鼓
で
火
消
役
が
集
合
し
、
出
動
も
太
鼓
に
よ
っ
た
。
鐘
は
鎮
火
に
打
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
町
火
消
が
火
事
に
打
つ
半
鐘
と
同
じ
扱
い
で
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
鈴
は
櫓
上
の
足
軽
か
ら
目
付
部
屋
に
知
ら
せ
る
為
に
あ
っ
た）

95
（

。

　

江
戸
の
経
費
の
増
大
は
、
国
元
の
凶
作
・
飢
饉
と
蝦
夷
地
警
衛
の
負
担
に
よ
り
、

幕
府
か
ら
の
拝
借
金
、
寛
永
寺
塔
頭
養
寿
院
の
料
物
金
か
ら
の
借
用
を
得
て
凌
い
で

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

火
の
見
櫓
の
太
鼓
は
、
本
所
七
不
思
議
の
中
で
、
妖
気
現
象
を
伴
わ
な
い
も
の

の
、
明
治
三
〇
年
代
ま
で
奇
異
な
こ
と
を
不
思
議
と
し
て
語
り
伝
え
て
き
た
こ
と
が

解
っ
た
。

　

今
後
は
他
の
大
名
・
旗
本
の
火
消
役
・
門
番
役
を
考
察
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て

残
っ
た
。

註（
1
）
緑
町
公
園
の
案
内
板
（
東
京
都
墨
田
区
）「
津
軽
の
太
鼓
・
津
軽
家
上
屋
敷
跡
」
に
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

南
割
下
水
に
面
し
た
弘
前
藩
主
・
津
軽
越
中
守
の
上
屋
敷
に
は
、
火
の
見
櫓
が
あ
り

ま
し
た
。
通
常
、
火
の
見
櫓
で
火
災
を
知
ら
せ
る
時
は
板
木
を
鳴
ら
し
ま
す
が
、
こ

の
櫓
に
は
板
木
の
代
わ
り
に
太
鼓
が
下
が
っ
て
い
て
、
そ
の
太
鼓
で
火
事
を
知
ら
せ

ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
屋
敷
の
櫓
だ
け
に
太
鼓
が
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
の
か
は
誰
も
知
ら

ず
、
不
思
議
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
本
所
七
不
思
議
の
一
つ
「
津
軽

家
の
太
鼓
」
の
話
で
す
。
七
不
思
議
と
は
い
い
ま
す
が
、
伝
説
な
の
で
伝
わ
り
方
に

よ
っ
て
話
も
ま
ち
ま
ち
で
、
話
の
数
も
七
と
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
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の
「
津
軽
家
の
太
鼓
」
に
は
「
越
中
守
屋
敷
の
火
の
見
櫓
の
板
木
を
鳴
ら
す
と
、
奇

妙
な
こ
と
に
太
鼓
の
音
が
す
る
」
と
い
う
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
2
）「
江
戸
の
火
消
制
度
の
成
立
と
展
開
」（『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
五
巻　

吉
川
弘

文
館　

一
九
七
五
）
九
一
〜
一
六
九
頁
。

（
3
）『
江
戸
の
火
事
』　

同
成
社　

一
九
九
九
。

（
4
）『
江
戸
の
火
事
と
火
消
』
河
出
書
房
新
社　

一
九
九
三
。

（
5
）「
江
戸
消
防
体
制
の
構
造
」（『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
五
六
号　

二
〇
〇
五
）
三

〜
一
八
頁
。「
江
戸
の
消
防
体
制
と
火
事
場
見
廻
り
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究

紀
要
』・『
別
冊
近
世
社
会
史
論
叢
』
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学

部　

日
本
史
学
研
究
室　

二
〇
一
三
）
三
〜
一
八
頁
。

（
6
）「
境
界
と
し
て
の
江
戸
城
大
手
三
門
―
門
番
の
職
務
と
実
態
」（『
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
二
二
号
）
二
四
九
〜
二
六
六
頁
。「
江
戸
城
門
番
役
の
機
能

と
情
報
管
理
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
八
三
集
）
二
六
三
〜
三

〇
三
頁
。

（
7
）「
北
方
辺
境
藩
研
究
序
説
―
津
軽
藩
に
課
せ
ら
れ
た
公
役
の
分
析
を
中
心
に
（『
津

軽
藩
の
基
礎
的
研
究
』
国
書
刊
行
会　

一
九
八
四
）
六
・
一
八
・
二
七
〜
四
三
頁
。

（
8
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
貴
重
一
般
郷
土
資
料
「
津
軽
歴
代
記
類
』
KK
二
一
五
ツ
ガ

四
（
み
ち
の
く
双
書
第
七
・
八
集
『
津
軽
歴
代
記
類
』
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会　

一
九
五
九
）。

（
9
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
古
図
書
保
存
会
「
新
選
津
軽
系
譜
」
甲
五
―
一
〇
一
〜
一

〇
四
。

（
10
）
み
ち
の
く
双
書
特
輯
『
津
軽
史
』
第
六
巻
（
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会　

一
九
七

五
）「
火
消
御
用
」「
御
馳
走
役
並
火
消
御
用
」
五
三
五
〜
五
四
九
頁
。

（
11
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
津
軽
家
文
書
「
弘
前
藩
庁
日
記
」。
現
在
、「
国
日
記
」
の

享
保
七
年
七
月
〜
元
治
元
年
は
「
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入

り
↓
「
お
く
ゆ
か
し
き
津
軽
の
古
典
籍
」
↓
「
弘
前
藩
庁
日
記
」
↓
「
国
日
記
」
と

進
む
と
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）「
江
戸
日
記
」
天
和
元
年
三
月
二
七
日
条
。

（
13
）（
14
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
岩
見
文
庫
「
添
田
儀
左
衛
門
日
記
」（
GK
二
八
九
―

七
七
）
天
和
元
年
一
一
月
四
日
条
（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
お
く
ゆ
か
し
き
津
軽
の

古
典
籍　

通
史
編
3
引
用
資
料
№
二
五
）。
浪
川
健
治
「
添
田
儀
左
衛
門
日
記
に
つ

い
て
」（『
近
世
武
士
の
生
活
と
意
識
』　

岩
田
書
店　

二
〇
〇
四
）
七
〜
二
八
頁
。

翻
刻
「
添
田
儀
左
衛
門
日
記
」（
同
）
一
四
三
〜
三
〇
八
頁
。

（
15
）「
江
戸
日
記
」
元
禄
三
年
二
月
一
日
、
同
三
月
八
・
二
三
日
、
同
四
年
八
月
二
日
、

同
六
年
一
二
月
一
八
日
条
。

（
16
）「
国
日
記
」
元
禄
四
年
八
月
一
二
日
、
同
八
年
五
月
二
日
条
。

（
17
）「
江
戸
日
記
」
元
禄
一
六
年
一
一
月
二
九
日
、
宝
永
七
年
二
月
一
六
日
条
。

（
18
）「
江
戸
日
記
」
元
禄
一
二
年
一
二
月
二
六
日
条
。

（
19
）「
江
戸
日
記
」
宝
永
六
年
一
〇
月
一
〇
日
条
。

（
20
）
前
掲
註
（
2
）
一
〇
二
〜
一
〇
四
頁
。

（
21
）「
江
戸
日
記
」
正
徳
元
年
二
月
八
日
条
。

（
22
）「
江
戸
日
記
」享
保
一
四
年
四
月
一
九
日
条
。
支
藩
・
黒
石
藩
の
文
化
一
三
年
の「
諸

向
心
得
」（『
黒
石
市
史
』
資
料
編
Ⅱ　

黒
石
市　

一
九
八
六
）
三
五
八
・
三
五
九
頁

に
あ
る
「
火
事
具
御
定
」
に
よ
れ
ば
、
中
小
姓
以
下
は
黒
塗
り
金
紋
の
陣
笠
・
雲
斎

裏
付
羽
織
・
緞
子
類
の
踏
込
袴
は
自
前
で
用
意
し
、
足
軽
・
中
間
の
股
引
は
支
給
で

あ
っ
た
。

（
23
）
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
要
筐
弁
志
年
中
行
事
」
請
求
番
号
ワ

〇
三
―
〇
二
一
三
二
。

（
24
）
岩
淵
令
治
「
江
戸
城
内
番
役
の
機
能
と
情
報
管
理
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
』
第
一
八
三
集
）
二
六
四
、
二
六
五
頁
表
1
。

（
25
）「
江
戸
日
記
」
享
保
一
九
年
二
月
二
七
日
、
三
月
四
・
五
・
二
三
日
条
。「
国
日
記
」

同
年
五
月
一
日
条
。
拙
稿
「
弘
前
藩
領
に
お
け
る
寺
社
門
前
に
つ
い
て
」（『
弘
前
大
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学
國
史
研
究
』
第
一
四
八
号
）
一
三
・
一
四
頁
。

（
26
）
戸
森
麻
衣
子
編『
江
戸
幕
府
の
御
家
人
』（
東
京
堂
出
版　

二
〇
二
一
）一
八
二
頁
。

（
27
）「
江
戸
日
記
」
元
文
二
年
四
月
一
九
日
条
。

（
28
）「
江
戸
日
記
」
元
文
二
年
四
月
一
八
日
条
。

（
29
）「
江
戸
日
記
」
元
文
三
年
五
月
一
一
日
条
。

（
30
）「
江
戸
日
記
」
元
文
三
年
五
月
二
八
日
条
。

（
31
）「
江
戸
日
記
」
寛
保
元
年
四
月
一
九
日
条
。

（
32
）「
国
日
記
」
宝
暦
三
年
三
月
一
日
条
。

（
33
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
津
軽
家
文
書
「
本
所
御
蔵
火
之
番
被
仰
付
候
儀
御
奉
書
并

書
付
」
TK
二
八
九
―
七
八
。

（
34
）「
江
戸
日
記
」
寛
延
元
年
一
二
月
二
一
日
条
。

（
35
）「
国
日
記
」
宝
暦
二
年
五
月
三
・
六
日
条
。

（
36
）
瀧
本
壽
史
「
弘
前
藩
『
御
告
御
用
』
の
基
礎
的
考
察
」（『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』

第
九
八
号
）
一
〜
二
九
頁
。「
高
照
神
社
を
め
ぐ
っ
て
」（『
岩
木
山
を
科
学
す
る
』

2　

北
方
新
社　

二
〇
一
五
）
二
三
〜
三
八
頁
。

（
37
）「
国
日
記
」
宝
暦
五
年
四
月
二
八
・
二
九
日
条
。

（
38
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
津
軽
家
文
書
「
公
家
衆
御
馳
走
人
被
仰
付
本
所
御
蔵
火
之

番
御
免
御
書
付
」
TK
二
八
九
―
八
二
。

（
39
）「
国
日
記
」
宝
暦
一
三
年
五
月
二
三
日
条
。

（
40
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
津
軽
家
文
書
「
神
田
橋
御
門
番
被
仰
付
之
儀
御
奉
書
」
TK

二
八
〇
―
九
〇
、「
神
田
橋
御
門
番
名
代
土
佐
守
差
出
度
儀
伺
書
」
TK
二
八
九
―
四

五
〇
。

（
41
）
前
掲
註
（
24
）
二
六
九
〜
二
八
二
頁
。

（
42
）「
江
戸
日
記
」
天
明
三
年
四
月
二
六
日
条
。

（
43
）「
江
戸
日
記
」
天
明
七
年
九
月
二
九
日
条
。

（
44
）「
江
戸
日
記
」
天
明
三
年
四
月
二
五
日
、
六
月
三
日
条
。

（
45
）「
江
戸
日
記
」
天
明
三
年
五
月
二
二
日
条
。

（
46
）「
江
戸
在
住
日
記
」
は
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
「
八
木
橋
文
庫
目
録
」（
YK
二
一
五

―
五
）
で
は
「
日
記
」
と
あ
る
の
み
で
使
用
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
根
本
み
な
み

氏
が
「
弘
前
藩
主
・
津
軽
信
明
と
「
家
」
構
成
員
―
「
在
国
日
記
」
か
ら
「
津
軽
孝

公
行
実
」「
無
超
記
」
へ
」（『
名
君
の
時
代
―
十
八
世
紀
中
期
〜
十
九
世
紀
の
藩
主

と
藩
政
』
清
文
堂
出
版　

二
〇
一
九
）
の
註
（
七
〜
二
一
）
で
、「
江
戸
在
住
日
記
」

を
国
文
学
研
究
資
料
館
陸
奥
国
津
軽
家
文
書
と
す
る
が
、
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
八

木
橋
文
庫
の
誤
り
で
あ
る
。
監
修
浪
川
健
治
・
総
括
編
者
根
本
み
な
み
『
弘
前
藩
主

津
軽
信
明
日
記
集
成
』（
東
洋
書
院　

二
〇
二
二
）
の
「
解
題
」
で
は
「
日
記
（
津

軽
信
明
江
戸
在
住
日
記
）」
が
、
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
八
木
橋
文
庫
と
改
め
ら
れ

て
い
る
。

（
47
）「
国
日
記
」天
明
三
年
九
月
一
日
、一
一
月
三
日
、一
二
月
一
五
日
条
。「
江
戸
日
記
」

同
年
一
二
月
二
五
日
条
。
国
文
学
研
究
資
料
館
陸
奥
国
津
軽
家
文
書
「
御
領
分
御
損

毛
ニ
付
御
金
拝
借
被
仰
渡
候
御
書
付
」
22
Ｂ
―
一
八
一
七
。

（
48
）「
江
戸
日
記
」
天
明
七
年
六
月
一
日
条
。

（
49
）（
50
）「
国
日
記
」
天
明
七
年
七
月
九
日
条
。

（
51
）『
幕
末
明
治
女
百
話
』（
下
）（
岩
波
文
庫　

一
九
九
七
）
二
一
五
〜
二
一
七
頁
。

（
52
）
拙
稿
「
弘
前
藩
江
戸
藩
邸
に
お
け
る
死
者
と
そ
の
扱
い
」（
上
）（『
弘
前
大
学
國

史
研
究
』
第
一
三
一
号
）
八
頁
。

（
53
）「
江
戸
日
記
」
天
明
七
年
九
月
一
九
日
条
。

（
54
）「
津
軽
孝
公
行
実
」（『
青
森
県
史
』資
料
編
近
世
学
芸
関
係（
青
森
県　

二
〇
〇
四
）

七
〇
頁
。

（
55
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
岩
見
文
庫
「
無
超
記
」
GK
二
八
九
―
二
（『
青
森
県
史
』

資
料
編
近
世
学
芸
関
係
（
青
森
県　

二
〇
〇
四
）
七
八
頁
。

（
56
）「
柳
営
日
次
記
」寛
政
五
年
四
月
二
六
日
条（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
資
料「
年

録
」
三
二
九
、
二
七
三
）。
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（
57
）
前
掲
註
（
8
）。
み
ち
の
く
双
書
第
七
集
『
津
軽
歴
代
記
類
』（
下
）（
青
森
県
文

化
財
保
護
協
会　

一
九
五
九
）
八
・
九
頁
。「
江
戸
日
記
」
寛
政
五
年
四
月
は
欠
本

に
な
っ
て
い
る
。「
津
軽
日
記
」
と
あ
る
の
は
、「
津
軽
歴
代
記
類
」
が
編
纂
の
時
点

で
は
「
江
戸
日
記
」
が
残
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
津
軽
日
記
」
と
し
て
取
り
上
げ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
58
）「
柳
営
日
次
記
」寛
政
五
年
一
二
月
一
日
条（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
資
料「
年

録
」
三
二
九
、
二
七
三
）。

（
59
）「
国
日
記
」
寛
政
四
年
一
一
月
一
四
・
二
〇
日
条
。

（
60
）
寛
政
五
年
二
月
五
日
、
八
月
五
日
条
。『
津
軽
歴
代
記
類
』
に
は
寛
政
四
年
一
一

月
一
六
日
に
、
幕
府
役
人
が
到
着
次
第
、
二
六
二
人
を
派
遣
す
る
と
見
え
る
（
み
ち

の
く
双
書
第
八
集『
津
軽
歴
代
記
類
』下　

青
森
県
文
化
財
保
護
協
会　

一
九
五
九
、

六
・
七
頁
）。
前
掲
註
（
7
）
三
六
頁
。『
津
軽
史
事
典
』（
名
著
出
版　

昭
和
五
二
年
）

の
「
津
軽
史
年
表
」
は
「
津
軽
歴
代
記
類
」
に
よ
り
寛
政
四
年
一
一
月
一
六
日
、
幕

命
に
よ
り
二
〇
〇
余
人
を
松
前
に
派
遣
し
た
と
す
る
の
は
、翌
五
年
の
こ
と
に
な
る
。

（
61
）
国
文
学
研
究
資
料
館
陸
奥
国
津
軽
家
文
書
「
出
火
ニ
付
防
被
仰
付
候
間
御
指
図
之

場
所
江
御
人
数
差
出
候
様
御
書
付
」
22
Ｂ
―
一
五
四
二
。

（
62
）「
江
戸
日
記
」
寛
政
六
年
一
月
一
〇
日
条
。『
増
訂
武
江
年
表
』
二
（
東
洋
文
庫　

平
凡
社　

一
九
六
八
）
一
〇
頁
。

（
63
）「
江
戸
日
記
」
文
化
三
年
三
月
三
・
四
日
条
。

（
64
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
資
料
『
東
京
市
史
稿
変
災
篇
』
第
五　

一
九
一
七
。

前
掲
註
（
3
）
五
四
〜
五
七
頁
。

（
65
）「
江
戸
日
記
」
文
化
八
年
九
月
一
二
日
条
。

（
66
）「
片
倉
代
々
記
」〈『
白
石
市
史
』
四　

史
料
編
（
上
）
白
石
市　

一
九
七
一
〉
四

二
五
・
四
二
六
頁
。

（
67
）「
国
日
記
」
文
化
九
年
一
一
月
六
日
条
。

（
68
）「
江
戸
日
記
」
文
化
九
年
一
〇
月
二
七
日
条
。

（
69
）「
江
戸
日
記
」
文
化
九
年
一
一
月
一
六
・
二
四
日
条
。

（
70
）「
江
戸
日
記
」
文
化
九
年
一
〇
月
三
〇
日
条
。

（
71
）
前
掲
註
（
7
）
三
九
頁
。

（
72
）「
泰
平
年
表
大
御
所
」（
六
版『
古
事
類
苑
』官
位
部
三（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
六
）

一
六
九
九
・
一
七
〇
〇
頁
。

（
73
）
本
所
七
不
思
議
に
つ
い
て
は
、
横
山
泰
子
氏
「
江
戸
の
七
不
思
議
変
遷
考
」（『
東

京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』
第
五
号
、
二
〇
〇
〇
、
二
五
〜
三
八
頁
）、「
近

現
代
に
生
き
る
本
所
七
不
思
議
」（
法
政
大
学
『
小
金
井
論
集
』
第
三
号
、二
〇
〇
六
、

一
八
七
〜
二
〇
四
頁
）
と
、東
京
都
江
東
区
深
川
江
戸
資
料
館
『
資
料
館
ノ
ー
ト
』（
九

二
号
、
二
〇
一
二
）
を
参
考
に
し
た
。

　

弘
前
藩
邸
の
不
思
議
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
の
史
料
に
見
え
る
。

①
『
風
俗
画
報
』〈
国
立
国
会
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
『
風
俗
画
報
』
新
撰

東
京
名
所
六
〇
編
六
一
（
東
陽
堂　

一
九
〇
八
）
三
二
・
三
三
頁
〉。

往
古
の
規
律
と
し
て
大
名
の
火
見
矢
倉
に
て
は
板
木
を
用
う
る
こ
と
な
る
に
。

津
軽
越
中
守
の
邸
（
緑
町
公
園
）
に
限
り
。
特
に
太
鼓
を
打
つ
こ
と
を
許
さ
れ

あ
り
し
。
因
て
不
思
議
の
一
に
算
ふ
と
い
ふ
。

②
『
幕
末
明
治
女
百
話
』（
下
）（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
、
五
四
・
五
五
頁
）。

津つ
が
る軽

の
四
方
提
灯
の
四
方
提
灯
、
津
軽
越
中
守
様
の
屋
敷
は
、
緑み

ど
り
ち
ょ
う町

に
あ
り

ま
し
た
が
、
四
方
屋
敷
で
そ
の
一
方
ど
れ
で
も
が
見
え
る
。
側
へ
行
っ
て
見
る

と
見
え
な
い
。
ソ
レ
か
ら
同
屋
敷
の
片か

た

釣つ
る
べ瓶

、釣
瓶
は
ど
こ
で
も
二
つ
で
す
が
、

津
軽
様
に
は
二
つ
付
け
る
と
と
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
「
津
軽
の
片
釣
瓶
」
と
四

方
提
灯
。

（
74
）「
国
日
記
」
文
政
八
年
四
月
二
三
日
条
。

（
75
）「
江
戸
日
記
」
宝
永
四
年
一
月
一
五
日
、
明
和
八
年
二
月
二
九
日
、
文
政
一
一
年

二
月
二
〇
日
条
。

（
76
）
澁
谷
葉
子
「
赤
穂
浅
野
家
「
鉄
砲
洲
上
屋
敷
絵
図
」
に
つ
い
て
」（『
忠
臣
蔵
と
浅
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野
家
』（
た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館　

二
〇
〇
九
）
七
七
頁
。「
赤
穂
浅
野

家
鉄
砲
洲
上
屋
敷
絵
図
・
附
図
1
」（『
忠
臣
蔵
と
旗
本
浅
野
家
』同
館　

二
〇
〇
九
）。

（
77
）
国
文
学
研
究
資
料
館
陸
奥
国
津
軽
家
文
書
「
本
庄
御
屋
鋪
御
指
図
」
22
Ｂ
―
二
二

三
八
。

（
78
）
国
文
学
研
究
資
料
館
陸
奥
国
津
軽
家
文
書
「
江
戸
御
上
屋
鋪
御
指
図
」
22
Ｂ
―
二

二
三
四
。

（
79
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
津
軽
家
文
書
「
御
上
屋
惣
御
絵
図
面
」
Ｍ
一
七
。

（
80
）（
81
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
津
軽
家
文
書
「
御
上
屋
鋪
惣
御
絵
図
面
」・「
御
休

息
御
囲
地
坪
御
用
書　

絵
図
一
枚
入
」・「
御
休
息
御
普
請
ニ
付
御
用
答
」Ｍ
六
五
。「
国

日
記
」
文
政
八
年
九
月
二
日
条
。

（
82
）「
江
戸
日
記
」
文
政
一
一
年
二
月
二
〇
日
、
同
七
月
二
日
条
。

（
83
）「
江
戸
日
記
」
天
保
一
〇
年
五
月
一
六
日
条
。

（
84
）
武
部
愛
子
「
寛
永
寺
貸
付
金
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
嘉
永
期
弘
前
藩
上
野
料
物
金
返

済
滞
一
件
を
事
例
と
し
て
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
別
冊
『
近
世
社

会
史
論
叢
』
二
〇
一
三
）
三
七
八
〜
三
八
三
頁
。

（
85
）『
新
編
弘
前
市
史
』
通
史
編
二
（
近
世
一
）（
弘
前
市
企
画
部
企
画
課　

二
〇
〇
二
）

三
八
二
頁
。

（
86
）
高
木
保
子
氏
蔵
「
道
中
手
帳
」。
拙
稿
「
高
木
久
蔵
の
「
道
中
手
帳
」
嘉
永
三
年

に
つ
い
て
」（『
東
北
女
子
大
学
・
東
北
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
五
〇
号　

二
〇
一

一
）
一
七
頁
。

（
87
）「
国
日
記
」
安
政
二
年
一
〇
月
二
〇
日
条
。

（
88
）
岩
淵
令
治
「
江
戸
の
消
防
体
制
と
火
事
場
見
回
り
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究

室
紀
要
』・『
別
冊
近
世
社
会
史
論
叢
』
二
〇
一
三
）
一
六
頁
。

（
89
）「
国
日
記
」
文
久
三
年
五
月
二
九
日
条
。

（
90
）「
国
日
記
」
文
久
三
年
七
月
二
六
日
条
。

（
91
）「
国
日
記
」
文
久
三
年
一
一
月
二
日
条
。

（
92
）「
国
日
記
」
元
治
元
年
八
月
八
・
一
〇
・
一
五
日
条
。

（
93
）「
国
日
記
」
元
治
元
年
一
二
月
二
五
日
条
。

（
94
）「
江
戸
日
記
」
慶
応
元
年
六
月
七
日
条
。

（
95
）『
臨
時
増
刊
江
戸
乃
花
』
上
編
（
東
陽
堂　

一
八
九
八
）
に
、「
櫓
上
撃
鼓
、
鉄
報

の
図
」「
武
家
火
事
装
束
之
図
」「
三
田
有
馬
邸
火
之
見
櫓
之
図
」「
板
木
裏
面
之
図
」

「
町
火
消
半
鐘
」
の
挿
絵
が
あ
る
。

 

（
し
の
む
ら
・
ま
さ
お　

弘
前
大
学
國
史
研
究
会
名
誉
会
員
）
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№ 藩主 勤役 任命年月日 備考 史料

1④信政浅草蔵火消役 寛文3年（1663）4月9日 歴、新

2 駿河台火消役 延宝6年（1678）1月19日 江、新

3 青蓮院門跡馳走役 天和1年（1681）3月27日 江、歴、新

4 火消役 天和1年（1681）11月1日 江、添

5 越後高田検地役 天和2年（1682）3月19日 江、歴、新、津

6 日光修復手伝役 天和3年（1683）閏5月27日 江、歴

7 毘沙門院門跡馳走役 貞享3年（1686）3月16日 国（同3.閏3.28）、新

8 本院馳走役 貞享4年（1687）5月1日 江、新

9 本所火消役 元禄3年（1690）1月28日 江、津

10 本所火消役 元禄4年（1691）7月28日 江、新、津

11 本所火消役 元禄6年（1693）4月23日 江、歴、新、津

12 本所火消役 元禄8年（1695）4月15日 江、新、津

13 本所火消役 元禄10年（1697）4月16日 江、津

14 本所火消役 元禄11年（1698）4月3日 江

15 女院馳走役（日光） 元禄12年（1699）12月26日本所火消役免 江（同12.12.30） 江、新、津

16 本所処々小屋火消役 元禄14年（1701）6月15日 江、津

17 本所材木小屋火消役 元禄16年（1703）11月25日 歴、新、津

18 本所材木小屋火消役 宝永2年（1705）閏4月16日 江、津

19 本所材木小屋火消役 宝永4年（1707）6月4日 国（同6.7.9）、津

20 本所火消役 宝永6年（1709）4月15日 江

21 梶井門跡馳走役 宝永6年（1709）10月9日 本所火消役免 江（同6.10.10） 江、新

22 本所火消役 宝永7年（1710）2月15日 江、新

23⑤信寿公家衆馳走役 正徳1年2月16日 国（同1.3.6）、新

24 本所火消役 正徳1年（1711）9月25日 江、歴

25 円満院門跡馳走役 正徳2年（1712）2月13日 本所火消役免 江（同2.2.13） 江、新

26 本所火消役 享保1年（1716）1月12日 江、歴、新

27 本所材木蔵火消役 享保4年（1719）4月16日 老、江、新

28 大手組火消役 享保14年（1729）4月19日 同役と寄合 江、歴、新

29 本所材木蔵火之番役 享保16年（1731）4月15日 江、新

30⑥信著神田橋門番役 享保17年（1732）4月19日 江、新

31 本所材木蔵火之番役 享保18年（1733）6月14日 江、新

32 猿江材木蔵火之番役 享保19年（1734）5月13日 老、江、新

33 本所火消役 享保19年（1734）12月10日 江、新

34 本所米蔵火消役 元文2年（1737）7月16日 江、新

35 神田橋門番役 元文4年（1739）4月20日 江、新

36 寛永寺塔中瓦葺普請手伝役寛保1年（1741）4月19日 14塔中、手伝（24家）、津軽家（津梁院） 江、歴、新

37 准后使馳走役 寛保1年（1741）6月21日 江、歴、新

38 大乗院門跡馳走役 寛保2年（1742）2月5日 江、歴、新

表 1 　弘前藩主の勤役
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 老（老中奉書）、柳（柳営日次記）、江（江戸日記）、国（国日記）、添（添田儀左衛門日記）、歴（津軽歴代記類）、新（新選津軽系譜）、津（津軽史）

39⑦信寧本所米蔵火之番役 延享3年（1746）3月10日 藩主（岩松）幼少ニ付家来差出 老、江、歴、新

40 本所蔵火之番役 延享4年（1747）6月12日 江、歴、新

41 本所米蔵火之番役 寛延1年（1748）4月22日 御国損亡ニ付本所蔵火之番役免 江（同1.12.21） 江、新

42 本所蔵火之番役 宝暦2年（1752）4月16日 高岡御告 江欠、国（同2.5.3、6）、新

43 勅使馳走役 宝暦4年（1754）2月5日 本所米蔵火之番役免 江欠、国（同4.2.18）

44 神田橋門番役 宝暦5年（1755）4月16日 祝儀御目見以上登城・記帳 江欠、国（同5.4.28、29）、免（国6.2.9）、新

45 神田橋門番役 宝暦9年（1759）4月16日 江欠、国（同9.4.26）、新

46 本所米蔵火之番役 宝暦11年（1761）4月20日 江欠、国（同11.5.6）、新

47 公家衆馳走役 宝暦11年（1761）6月29日 本所米蔵火之番役免 老、江欠、国（同11.7.10）

48 神田橋門番役 宝暦13年（1763）4月16日 高岡御告、5月20日将軍上野へ、藩主神田橋門詰 江、国、新

49 神田橋門番役 明和2年（1765）6月15日 神田橋門番役免 江（同3.2.8） 江、歴、新

50 甲州川普請手伝 明和3年（1766）2月6日 国元大地震、甲州川普請手伝役免 江（同3.2.20）江、国、歴

51 神田橋門番役 明和6年（1769）6月27日 江、歴、新

52 浅草米蔵火之番役 安永1年（1772）3月1日 老、江、新

53 神田橋門番役 安永2年（1773）4月18日 江、国、新

54 勅使・女使馳走役 安永2年（1773）8月8日 国（同2.8.20、2.9.17）、歴、新

55 神田橋門番役 安永4年（1775）5月1日 老、江、新

56 甲州における普請手伝役 安永4年（1775）5月20日 江、歴

57 勅使馳走役 安永7年（1778）2月3日 江、歴、新

58 神田橋門番役 天明3年（1783）4月24日 御国損亡ニ付神田橋門番役免 江（同3.11.12） 老、江、歴、新

59⑧信明大手組火消役 天明7年（1787）6月1日 江、国、新

60 神田橋門番役 天明7年（1787）9月19日 大手組火消役免・神田橋門番役任 江（同7.9.19） 江、国

61⑨寧親神田橋門番役 寛政5年（1793）4月26日 松前表人数差出に付免（同役南部慶次郎） 江（同5.12.1）柳、江、国、歴、新

62 出火防役 寛政6年（1794）1月10日 老中奉書（同6.1.11） 老、江

63 神田橋門番役 寛政7年（1795）6月16日 江、国、新

64 神田橋門番役 文化3年（1806）3月8日 老、江、国、新

65⑩信順蝦夷地警固 文政8年（1825）4月10日 家督相続の際、先代に引き続き任 江欠、国（同8.4.23）

66⑪順承蝦夷地警固 天保10年（1839）5月16日 家督相続の際、先代に引き続き任 江、国

67⑫承昭蝦夷地警固 安政6年（1859）2月7日 柳、国（同6.2.20）、新

68 非常・曲輪内火事 文久3年（1863）5月14日 幕府触書、浜屋敷・火箭10発、上屋敷・太鼓・鐘打交 国（同3.5.29）

69 浅草・本所蔵警衛役 元治1年（1864）7月26日 在国中、12月免 国（同1.8.8、1.12.25）

70 京都警衛役 慶応1年（1865）1月9日 江戸藩邸着 江（同1.5.6） 江、歴

71 非常・常盤橋門詰 慶応3年（1867）11月3日 江
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№ 役職 人数 下され物

1 物頭 ― 酒・吸物

2 神田橋番頭 ― 同

3 聞役 ― 同

4 纏番 ― 同

5 水ノ手番 ― 同

6 表医者 ― 同

7 書役 ― 同

8 近習小姓 ― 同

9 小納戸役 ― 同

10 小姓組 ― 同

11 右筆 ― 同

12 徒頭 ― 同

13 徒小頭 ― 酒・肴

14 徒 ― 同

15 目付 ― 酒・吸物

16 中小姓 ― 酒・肴

17 徒目付 ― 同

18 中ノ口人使 ― 同

19 足軽目付 ― 400文

20 諸組警固 ― 同

21 江戸警固 ― 同

22 江戸組中間小頭 ― 300文

23 江戸組掃除小頭 ― 同

24 作事鳶之者 ― 200文

25 中間 ― 同

26 馬取 ― 同

27 附小人 ― 同

28 掃除小人 ― 同

29 火消鳶之者 21 3貫文

30 先陣小人 21 7巻文

№ 役職 名前 品名

1 老中 松平伊豆守 白縮緬5疋（桐箱）・上青籠詰肴（1籠）

2 目付 佐野肥後守 琥珀丹後袴地3反（裏無）・縞縮緬7反（色熨斗）

3 目付 水野中務 同

4 右筆組頭 尾嶋定右衛門 琥珀丹後袴地2反（裏無・色熨斗）

5 右筆組頭 秋山内記 同

6 坊主 野村清庵 縞縮緬10反（5反つゝ色熨斗）・金20両

7 坊主 益池了意 銀子2枚

8 徒目付 加藤才助 銀子10枚

9 徒目付 古山善藏 同

10 松平伊豆守用人 新藤善八郎 縮緬10反・金15両

11 秋山内記家来 用人 金300疋

12 秋山内記家来 取次2人 金200疋つゝ

13 那須與市家来 小河原半右衛門 縮緬2反

表 2 　神田橋門番役 表 3 　火の見櫓鳴物関係者への遣物

　「江戸日記」寛政5年10月26・27日

　「江戸日記」文化9年10月27日


